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はじめに 

 
 和歌山県では平成 29 年３月に「和歌山県公共施設等総合管理計画」を策定し、平成 32 年度まで
に「個別施設計画」を策定することとしています。 

管財課では、この「個別施設計画」を円滑に策定していただけるように、平成 30 年度から「公
有財産管理・ファシリティマネジメントシステム」（本マニュアルでは「システム」と表記）を導
入するとともに、計画策定にあたり必要な作業等について説明した「個別施設計画策定マニュアル」
を作成しました。 
「個別施設計画」策定にあたっては、本マニュアルをご活用ください。 

 

  



 

 

目 次 

 
 はじめに 
 
 目 次 
 

第１章 「個別施設計画」について ・・・・・・・・・・・・・・・ １ 
 

第１節 「個別施設計画」策定の背景・目的  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 
第２節 「個別施設計画」の構成・内容  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 
第３節 「個別施設計画」策定の流れ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４ 
【参考】資産管理番号(施設)の確認方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５ 

  【参考】「個別施設計画」様式   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６ 
 

第２章 「施設調査」（仕様・数量等調査、劣化度調査）について ・・・・・ 14 
 

第１節 仕様・数量等調査  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 
１．施設調査票の確認  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

(１) 施設調査票①（建物概要情報確認票）の確認 ・・・・・・・・・・・・・・ 16 
(２) 施設調査票②（部位・機器概要情報確認票）の確認 ・・・・・・・・・・・ 17 
(３) 施設調査票③（部位・機器詳細情報確認票）の確認 ・・・・・・・・・・・ 19 

２．屋根・屋上、外壁の調査  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 
(１) 屋根・防水及び外壁の概要情報確認・入力  ・・・・・・・・・・・・・・・ 21 

ア．仕様概要の確認 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 
イ．施設調査票②への入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22 

(２) 屋根・防水及び外壁の詳細情報確認・入力 ・・・・・・・・・・・・・・・ 23 
ア．詳細仕様の確認 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23 
イ．施設調査票③への入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23 
ウ．数量の確認 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 
エ．施設調査票③への入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25 

３．建具の調査  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 
(１) 建具の概要情報確認・入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 

ア．施設調査票②への入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 
(２) 建具の詳細情報確認・入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 

４．内装の調査  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 
(１) 内装の概要情報確認・入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 



 

 

ア．仕様概要の確認 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 
イ．施設調査票②への入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 

(２) 内装の詳細情報確認・入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30 
５．電気設備の調査  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31 

(１) 電気設備の概要情報確認・入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31 
ア．仕様概要の確認 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31 
イ．施設調査票②への入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32 

(２) 電気設備の詳細情報確認・入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34 
ア．設計書を用いた詳細仕様・数量確認 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34 
イ．施設調査票③への情報入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35 

６．機械設備の調査  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38 
(１) 機械設備の概要情報確認・入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38 

ア．仕様概要の確認 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38 
イ．施設調査票②への情報入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40 

(２) 機械設備の詳細情報確認・入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42 
ア．詳細仕様・数量の確認 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43 
イ．施設調査票③への情報入力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 44 

 
第２節 劣化度調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47 

(１) 劣化度調査の方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47 
ア．時期・頻度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47 
イ．方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47 
ウ．調査経路 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48 
エ．調査困難な場合 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48 

 (２) 劣化度判定基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 49 
ア．劣化度判定基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 49 
イ．部位別劣化度算定方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50 
ウ．総合評価算定方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50 

(３) システムへの写真の登録 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 51 
 

第 3 節 施設調査票のシステムへの登録と各種帳票の出力  ・・・・・・・・・・・・ 53 
(１) 施設調査票のシステムへの登録方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53 
(２) 保全計画表の出力方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 

ア．施設調査を実施した建物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 
イ．施設調査を実施していない建物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 57 

(３) 建物劣化度調査票の出力方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 59 
  



2 
 

 

第３章 「個別施設計画」の提出について ・・・・・・・・・・・・ 60 

 
第１節 「個別施設計画」のシステムへの登録方法・・・・・・・・・・・・・・ 60 

 
（別紙） 

  【劣化度判定基準】屋根・防水 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63 
  【劣化度判定基準】外壁、外部建具 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64 
  【劣化度判定基準】内部建具、内装(床、内壁、天井)、電気設備、機械設備 ・・・・ 65 
 
  



- 1 - 
 

 

 本章では、「個別施設計画」の概要と計画策定の流れについて説明します。 
 

第１節 「個別施設計画」策定の背景・目的 
 

 和歌山県の公共建築物は、かつての高度経済成長期やバブル経済期における人口増加を前提に整
備されたものが多く、今後これらの公共建築物が大量に更新時期を迎えることとなります。そのた
め、大規模改修や更新（建替え）に必要な経費の増大も当然見込まれます。 
 また、和歌山県は人口減少社会に突入しています。これからの公共建築物の管理においては、こ
の現実と向き合い、人口規模や行政ニーズ等に見合ったものに適正化していくことが必要です。 
 こうした中で、公共建築物の計画的かつ効率的な改修や更新等により、公共建築物の長寿命化や
財政負担の軽減・平準化を図るとともに、現状と同規模である単年度 100 億円を超える財政負担の
抑制を目標とした「和歌山県公共施設等総合管理計画」（平成 28 年度）に基づき、公共建築物の将
来見通しを踏まえた維持保全等を、計画的・効率的に推進していくため、令和２年度までに「個別
施設計画」を策定するものです。 
 

第２節 「個別施設計画」の構成・内容 
 

本県の「個別施設計画」の構成・内容について、平成 25 年 11 月に策定された「インフラ長寿命
化基本計画」（インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議決定）において、①対象施設、
②計画期間、③対策の優先順位の考え方、④個別施設の状態等、⑤対策内容と実施時期、⑥対策費
用が「個別施設計画」の記載事項の基本として位置付けられているため、下表のとおりとします。 
 

【「個別施設計画」の構成・内容】 

構   成 内   容 
「インフラ長寿命化基
本計画」上の位置付け 

０ 表紙 

１ 背景・目的、計画期間 

 
(1)背景・目的 「個別施設計画」の背景・目的、計画

期間の考え方 
②計画期間 

(2)計画期間 
２ 施設の基本情報 

 
(1)施設概要 施設名称、所在地 

①対象施設 
④個別施設の状態等 

(2)構成建物 建物名称、建築年月日、建築面積 等 

(3)劣化度調査 「建物劣化度調査票」添付 

３ 施設アセスメント 

 
(1)施設アセスメントの考え方 １次評価、２次評価の概要 ③対策の優先順位の 

考え方 (2)施設アセスメント結果 １次評価結果、２次評価結果 

４ 保全計画 

 保全計画 「保全計画表」添付 
⑤対策内容と実施時期 
⑥対策費用 

 

第１章 「個別施設計画」について 
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 「個別施設計画」様式（Excel 形式）は p.６～p.13 に掲載しています。  
 
【「個別施設計画」のイメージ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(＊1)「建物劣化度調査票」は施設調査実施後にシステムから出力できます。 
(＊2)「保全計画表」は施設調査実施後にシステムから出力できます。 

 

０ 表紙（p.６） 
  「資産管理番号(施設)」（SS＋５ケタ数字）を入力してください。資産管理番号を入力すると、

施設名称が自動で表示されます。 
  なお、「資産管理番号(施設)」の確認方法は p.５のとおりです。 
  計画策定部署を入力し、計画策定完了後にその年月を入力してください。 
 

１ 背景・目的、計画期間（p.７） 
（１）背景・目的 
   「個別施設計画」を策定する背景と目的について記載します。 

なお、管財課が共通文章を作成します。  
（２）計画期間 
   「計画期間」の考え方について記載します。 

なお、管財課が共通文章を作成します。 
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２ 施設の基本情報（p.８～p.10） 
（１）施設概要 

対象施設の概要について、次の情報を記載してください。 
なお、「0 表紙」で「資産管理番号(施設)」が入力されていれば、次の①、②の情報が自動で

表示されます。 
    ① 施設名称 
    ② 所在地 
（２）構成建物 

対象施設を構成する建物について、次の情報を記載してください。 
なお、「0 表紙」で「資産管理番号(施設)」が入力されていれば、次の①～⑥の情報が自動で

表示されます。 
＊建物数に応じて、エクセルシートを削除してください。 

    ① 建物名称（資産管理番号） 
    ② 建築年月日 
    ③ 建築面積 
    ④ 延床面積 
    ⑤ 構造 
    ⑥ 階数（地上・地下） 
（３）劣化度調査 

 劣化度調査の結果について、システムから「建物劣化度調査票」（Excel データ）を出力し、
建物毎にシートを追加してください。 
 シート名は「劣化度（資産管理番号(建物)）」としてください。 

なお、「建物劣化度調査票」を出力するためには、はじめに「施設調査」を行い、その調査
結果をシステムに登録する必要があります。「施設調査」の方法等については、次章（p.14～）
を参照してください。 

 

３ 施設アセスメント（p.11） 
（１）施設アセスメントの考え方 
   施設アセスメントの考え方について記載します。 

なお、管財課が共通文章を作成します。 
（２）施設アセスメント結果 
   施設アセスメントの結果について記載します。 

なお、「0 表紙」で「資産管理番号(施設)」が入力されていれば、次の①、②の情報が自動で
表示されます。 

＊建物数に応じて、エクセルシートを削除してください。 
    ①建物(施設)名称 

②１次評価結果 
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４ 保全計画（p.12～13） 
「保全計画」とは建物の部位及び機器毎の修繕・更新の時期及び費用等を示した計画であり、 

「個別施設計画」の重要な位置を占める計画です。 
 システムから「保全計画表」（Excel データ）を出力し、建物毎にシートを追加してください。 
 シート名は「保全（資産管理番号(建物)）」としてください。 
 なお、「保全計画表」を出力するためには、はじめに「施設調査」を行い、その調査結果を
システムに登録する必要があります。「施設調査」の方法等については、次章（p.14～）を参
照してください。 

 
 

第３節 「個別施設計画」策定の流れ 

 
 「個別施設計画」策定の流れは次のとおりです。 

 
 
  

平成30年度 令和元年

施設調査
（仕様・数量等調査、劣化度調査）

「個別施設計画」
に記載された「保
全計画」に基づ
き、予算平準化等
の調整を実施。

■対象施設の基本情報等記載
（前節項目０～３）

■保全計画策定
（前節項目４）

個別施設計画
■

令和２年度～

完成 完成 完成 完成
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【参考】資産管理番号の確認方法 
①「台帳基本情報」をクリック 

①「台帳情報の照会･更新」を 
クリック 

[資産管理番号(施設)の場合] 
①「施設」タブをクリック 
②SS から始まる 5 桁の数字を

確認 

[資産管理番号(建物)の場合] 
①「建物」タブをクリック 
②TM から始まる 5 桁の数字を

確認 

  

 

 

 

1 

1 

1 

 

２ 

 
３ 

 
1 

 

２ 
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【参考】「個別施設計画」様式（Excel 形式） 

 

０ 表紙 
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 １ 背景・目的、計画期間 
（１）背景・目的 
（２）計画期間 
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 ２ 施設の基本情報 
 （１）施設概要 
 （２）構成建物 
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 （３）劣化度調査 
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（建物劣化度調査票）例 
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 ３ 施設アセスメント 
 （１）施設アセスメントの考え方 
 （２）施設アセスメント結果 
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 ４ 保全計画 
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（保全計画表）例 
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 本章では、前章で「個別施設計画」の内容として掲げた「保全計画」を策定する際に必要となる
「施設調査」について説明します。 
「施設調査」とは次の２つの調査を指します。 
 

  ① 仕様･数量等調査 (p.14~) 
各建物について、図面や設計書から部位･機器の仕様や数量等の情報を抽出する調査。 

  ② 劣化度調査 (p.47~) 
各建物について、部位･機器の現状及び劣化事象の有無を確認し、その劣化状況を判定す

る調査。 
 
 

第１節 仕様･数量等調査 
 

建物の部位･機器の仕様、数量等を調査し、システムに登録することで、保全計画を自動で策定
することができます。 

本マニュアルを参考に、各関係書類から、部位･機器の仕様、数量等の情報を確認してください。 
 

■仕様･数量等調査の概要 
 

【調査の時期･頻度】 
調査は個別施設計画の策定、見直しの際に実施してください。 

 

【調査の流れ】 
 

１．書類の収集 
 調査の関係書類を集めてください。 

 

［必要書類］ 
・図面※ 

 …建築･設備などの構造･配置等を示した図。 
・設計書※ 

…工事関係の予定価格を算出することを目的として作成する資料。 
仕様･機器等ごとに、数量と金額が記載されています。 

※ 新築工事、増築工事、大規模改修工事、改修工事等の図面で、現在設置されている
各部位･機器の情報が分かるものを使用してください。 

 

［その他関係書類］ 
・保全に関する資料 
・公有財産台帳(紙) 
・工事、修繕の記録 ※更新(取替)及び大規模なもの 

第２章 「施設調査」（仕様･数量等調査、劣化度調査）について 
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・建築基準法、消防法、浄化槽法等に基づく法定点検の記録及び報告書 
※ 直近の法定点検分 

 

２．書類の確認及び施設調査票の入力 
施設調査票に沿って各関係書類から必要な情報を確認のうえ、結果を施設調査票に入力して

ください。 
なお、施設調査票は「事務所モデル」「集合住宅モデル」「学校モデル(管理棟)」「学校モデル

(管理棟以外)」「体育館モデル」の 5 種類ありますので、建物の種類にあったものを使用してく
ださい。 

 

  ［施設調査票について］ 
施設調査票は以下３つの帳票で構成されており、最初に施設調査票①を入力し、部位･

機器ごとに施設調査票②③の順で入力することで段階的に精度の高い情報が収集できる
ようになっています。 

施設調査票により多くの情報を入力することで、より精緻な保全計画を策定することが
できます。 

 

   ・施設調査票①（建物概要情報確認票） 
      …建物の建築面積や延床面積等の基礎的な情報を入力する帳票 
    ・施設調査票②（部位･機器概要情報確認票） 
      …部位･機器の仕様概要や有無等を入力する帳票 

   ・施設調査票③（部位･機器詳細情報確認票） 
      …部位･機器の詳細仕様、数量等を入力する帳票 
 
３．システムへの登録 

第 3 節(1)施設調査票のシステムへの登録方法(p.53~)を参考に施設調査票をシステムに登録
してください。 

 
 

本マニュアルの本節では、具体的な建物を例に、「仕様･数量等調査」について説明します。 
 
 
 
 
 

注意   
・図面、設計書の内容は建物ごとで異なるため、マニュアルで示す事項が各書類に記載されて

いない場合があります。その際は類似する内容が記載されている部分を探してください。 
・本マニュアルに掲載している、図面、設計書等はあくまでも例示であり、記載内容は実態と

異なります。  
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　調査者
　調査年月日
　調査年度
　調査名

■建物基本情報
　資産管理番号
　施設名
　建物名
　構造
　建築面積 ㎡
　延床面積 ㎡
　階数 階
　階数 (地上) 階
　階数 (地下) 階
　建築年月日
　経過年数 年

TM

施設調査

 

調査は施設調査票に沿って実施します。 
あらかじめ各施設調査票の内容、入力項目、プルダウンメニュー等を確認してください。 

 

(１) 施設調査票①(建物概要情報確認票)の確認･入力 
 

建物の概要情報を入力する帳票です。 
建物基本情報は資産管理番号を入力することで、システムに登録されている内容が自動で入力

されます。 
 

■ 施設調査票①の確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     … 必須項目   … 入力不可項目 
 

■ 施設調査票①の入力 
 

【入力内容】 
 

   ① 調査者 
…調査担当者の氏名を入力してください。 

   ② 調査年月日 
…調査を開始した年月日を入力してください。（記入例）2019/01/01 

③ 資産管理番号 
…システムを確認し５桁の数値を入力してください。 
 ※確認方法は p.５(資産管理番号の確認方法)を参考にしてください。 

  

 １．施設調査票の確認 

施設調査票① 
1 

2 

3 
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種別 大分類 中分類 選択欄
　屋根・屋上 　屋根・防水 　主な仕様
　外壁 　外壁仕上 　主な仕様
　外部建具 　有無

　自動扉 　有無
　内部建具 　有無
　内装 　床仕上 　主な仕様

　内壁仕上 　主な仕様
　天井仕上 　主な仕様

　受変電設備 　受電方式
　有無

　発電設備 　自家発電設備 　有無
　太陽光発電設備 　有無

　電灯設備 　有無
　幹線･動力設備 　有無

選択内容確認項目

建
築

電
気
設
備

　電力貯蔵設備

　消火設備 　消火ﾎﾟﾝﾌﾟ 　有無
　消火栓 　有無
　ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設備 　有無
　不活性ｶﾞｽ消化設備 　有無
　ﾊﾛｹﾞﾝ化物消火設備 　有無
　泡消火設備 　有無

　有無
　昇降機設備 　ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 　有無
　厨房機器設備

機
械
設
備

(2) 施設調査票②(部位･機器概要情報確認票)の確認 
 

建物の部位･機器について、仕様概要や有無等を入力する帳票です。選択欄で該当項目を選択
することで、施設調査票③に情報が自動で入力されます。 

なお、施設調査票②にはあらかじめ標準的な建物の情報が入力されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

     … 必須項目 
 

【項目の説明】 
 

① 選択欄 
…部位･機器の仕様概要や有無等をプルダウンメニューから選択する欄。 

 

【選択欄のプルダウンメニュー】 
 

確認項目 
選択欄(プルダウンメニュー) 

種別 大分類 中分類 

建
築 

屋根･防水 
1.なし 2.ｱｽﾌｧﾙﾄ保護防水 3.ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水 4.ｼｰﾄ系防水 5.塗膜防水 
6.屋根ｽﾚｰﾄ 7.かわら類 8.屋根折板 9.金属屋根 

外壁 外壁仕上 
1.なし 2.石 3.ﾀｲﾙ 4.複層仕上塗装 5.厚付け仕上塗装 
6.薄付け仕上塗装 7.外壁塗装 8.外壁既成板 9.金属ﾊﾟﾈﾙ 10.ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 

外部建具 
 

1.なし 2.あり 

 自動扉 1.なし 2.あり 

内部建具  1.なし 2.あり 

 自動扉 1.なし 2.あり 

内装 床仕上 1.なし 2.石 3.ﾀｲﾙ 4.塗床 5.ﾋﾞﾆﾙ系 6.ｶｰﾍﾟｯﾄ 7.OA ﾌﾛｱ 8.ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り 9.畳 

内壁仕上 1.なし 2.石 3.ﾀｲﾙ 4.木製 5.ﾎﾞｰﾄﾞ 6.ｸﾛｽ 7.左官仕上 8.塗装 9.可動間仕切 

天井仕上 
1.なし 2.金属板 3.ﾎﾞｰﾄﾞ(ﾛｯｸｳｰﾙ) 4.ﾎﾞｰﾄﾞ(化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ) 5.ﾎﾞｰﾄﾞ(その他) 
6.ｸﾛｽ張り 7.ｺﾝｸﾘｰﾄ 8.ｼｽﾃﾑ天井 

電
気
設
備 

受変電装置 1.なし 2.低圧 3.高圧(受変電設備[設置]建物) 4.高圧(受変電設備[未設置]建物) 

電力貯蔵設備 1.なし 2.あり 

発電設備 自家発電設備 1.なし 2.あり 

太陽光発電設備 1.なし 2.あり 

電灯設備 1.なし 2.あり 
幹線･動力設備 1.なし 2.あり 

雷保護設備 1.なし 2.あり 

施設調査票② 

1 

最初は標準的な建物の情報が 
入力されています 
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確認項目 

プルダウンメニュー 
種別 大分類 中分類 

電
気
設
備 

通信･情報設備 構内情報通信用設備 1.なし 2.あり 

構内交換設備 (電話) 1.なし 2.あり 

構内交換設備 (電話交換機) 1.なし 2.あり 

情報表示設備 (出来表示･時計) 1.なし 2.あり 

映像･音響設備 (音響) 1.なし 2.あり 

拡声設備 (拡声) 1.なし 2.あり 

拡声設備 (増幅器) 1.なし 2.あり 

誘導支援設備 (ｲﾝﾀｰﾎﾝ) 1.なし 2.あり 

ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備 (ﾃﾚﾋﾞ) 1.なし 2.あり 
監視ｶﾒﾗ設備 1.なし 2.あり 
駐車場管制設備 1.なし 2.あり 

防犯･入退室管理設備 1.なし 2.あり 

火災報知設備 自動火災報知 1.なし 2.あり 

自動閉鎖 1.なし 2.あり 

非常警報 1.なし 2.あり 
ｶﾞｽ漏れ火災警報 1.なし 2.あり 

中央監視設備 1.なし 2.あり 

機
械
設
備 

空気調和設備 【空調方式】 1.なし 2.個別方式 3.中央方式 

換気設備 送風機 1.なし 2.あり 

排煙設備 排煙機 1.なし 2.あり 

自動制御設備 1.なし 2.あり 

衛生器具設備 1.なし 2.あり 

給水設備 【給水方式】 1.なし 2.高架水槽方式 3.加圧給水方式 4.直結直圧方式 5.直結増圧方式 

排水設備 【排水方式】 1.なし 2.自然流下方式 3.圧送方式 

給湯設備 【給湯方式】 1.なし 2.局所給湯方式 3.中央給湯方式 4.局所給湯方式+中央給湯方式 

浄化槽設備 1.なし 2.あり 

消火設備 消火ﾎﾟﾝﾌﾟ 1.なし 2.あり 

消火栓 1.なし 2.あり 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設備 1.なし 2.あり 

不活性ｶﾞｽ消火設備 1.なし 2.あり 
ﾊﾛｹﾞﾝ化物消火設備 1.なし 2.あり 
泡消火設備 1.なし 2.あり 

厨房機器設備 1.なし 2.あり 

昇降機設備 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 1.なし 2.あり 
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 種別 大分類 中分類 小分類 詳細仕様 数量名 数量 単位 予防
保全

概要情報

屋根･防水 ※立上り含む ○
笠木
樋
屋根･屋上雑

外壁仕上 ○
ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ ○
ｼｰﾘﾝｸﾞ ○

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具 ○
鋼製建具 ○
ｽﾃﾝﾚｽ製建具 ○
自動扉 ○
ｼｬｯﾀｰ ○

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具
鋼製建具
ｽﾃﾝﾚｽ製建具
木製建具
ｼｬｯﾀｰ

床 ※主要な仕様で一括算定
内壁 ※主要な仕様で一括算定
天井 ※主要な仕様で一括算定

その他 (建築)

受配電盤 ○
変圧器盤 ○
ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤 ○
変圧器 ○
変圧器 ○
高圧進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ ○
直列ﾘｱｸﾄﾙ ○
遮断器 ○
開閉器 ○
配管配線類
配管配線類̲高圧ｹｰﾌﾞﾙ ○

電
気
設
備

参考情報

外部建具

内部建具

その他 (建築)

建
築

内装

屋根･屋上

外壁

劣化度

受変電設備

取得金額
数量部位・機器情報

設置更新
年月

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ ○
消火栓 ○
連結送水管 ○
消火配管類 ○
ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ ○
ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ ○
その他消火 ※不活性ｶﾞｽ消化設備 ○
その他消火 ※ﾊﾛｹﾞﾝ化物消火設備 ○
その他消火 ※泡消火設備 ○

厨房機器設備

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ ○

その他 (機械設備)

機
械
設
備

消火設備

その他 (機械設備)

昇降機設備

厨房機器設備

(３) 施設調査票③(部位･機器詳細情報確認票)の確認 
 

  建物の部位･機器の詳細仕様、数量等を入力する帳票です。システムには部位･機器の仕様項目
ごとに更新周期、更新費用、更新係数が設定されているため、建物の部位･機器の仕様をこれら
の仕様項目から選択する(これらの仕様項目に置き換える)ことで保全計画が策定できます。 

施設調査票③の内容はシステムに対応しており、施設調査票③の必須項目を入力することで保
全計画策定に必要な情報がそろいます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      … 必須項目   … 任意項目   … 入力不可項目 
 

【各項目の説明】 
 

① 大分類･中分類 
…部位･機器の種類をプルダウンメニューから選択する欄。 

② 小分類 
…部位･機器の仕様項目をプルダウンメニューから選択する欄。 
 ※施設調査票①②が正しく入力されていれば、標準的な仕様が自動で入力されます。 

③ 詳細仕様 
…部位･機器の実際の仕様を入力する欄。 

④ 数量名 
…入力する数量の内容が表示される欄。 
 ※小分類を入力すると、自動で表示されます。 

⑤ 数量 
…部位･機器の数量を入力する欄。 

※施設調査票①②が正しく入力されていれば、標準的な数量が自動で入力されます。 

施設調査票③ 
1 2 ３ 4 5 6 

7 8 9 10 11 
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⑥ 単位 
…入力する数量の単位が表示される欄。 
 ※小分類を入力すると、自動で表示されます。 

⑦ 取得金額 
…部位･機器の取得金額を入力する欄。 

※任意項目ですが、取得金額を入力することで、より精緻な保全計画が策定できます。 
⑧ 設置更新年月 

…部位･機器を取得又は更新※した年月を入力する欄。 
※更新：劣化した部位･機器を新しいものに取り替えること 

⑨ 劣化度 
…別途実施する劣化度調査(第 2 節 (p.47~参照))の結果を入力する欄。 

※[種別]建築 [大項目]内部建具、[種別]建築 [大項目]内装、[種別]電気設備、[種別]機械
設備 は自動で入力されます。 

⑩ 予防保全 
…故障する前に計画的に更新することが望ましい部位･機器に「○」が入力されている欄。 

※[種別]電気設備、[種別]機械設備 の劣化度判定の際に使用します。 
⑪ 概要情報 

…施設調査票②の選択欄で入力した内容が自動で表示されます。 
 

注意   
施設調査票③で行を追加する際は、増やしたい中分類の行をコピーし、「コピーしたセル

の挿入」により行を追加してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

p.16 を参考に、施設調査票①を入力した上で、次章以降の内容を参考に施設調査票②③に情報を
入力してください。  
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　外部仕上表
棟 記号 部位 仕様 備考

R 1 塔屋屋上 ウレタンゴム系塗膜防水　X-1　（立上り・天端共）
防水下地コンクリート金ごて押え

R 2 R階屋上 コンクリート金ごて押え
防水押さえコンクリート　厚80
溶接金網打込み　6φ150*150
アスファルト断熱防水　AⅠ-2　断熱材厚25
防水下地コンクリート金ごて押さえ

R 2.1 R階屋上　伸縮目地 成形伸縮目地材　幅25　＠≒3000

R 2.2 R階屋上　排水溝 防水モルタル金ごて押え　幅200
溶接金網　3.2φ100*100入れ

R 3 ルーフドレイン 横引形　高耐食鋳鉄製　呼び径100　(塔屋部　75） (参)高耐食ルーフドレインRシリーズ（カネソウ）

R 4 パラペット笠木＋防水立上り保護 アルミ笠木W=340　＋　中空押出セメント板　厚15 (参)フラッシュガードAP-FG（田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ）

R 5 壁際水切り＋防水立上り保護 アルミ水切り笠木　＋　中空押出セメント板　厚15 (参)フラッシュガードAP-FG（田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ）

R 6 PS立上り（鳩小屋） 詳細図参照

R 7 玄関キャノピー　屋根 塩ビ系シート防水(露出・非歩行）厚2.0  S-F2
木毛セメント板　厚40　　立上り共

R 8 玄関キャノピー　ルーフドレイン 縦形　高耐食鋳鉄製　呼び径75 (参)高耐食ルーフドレインRシリーズ（カネソウ）

R 9 玄関キャノピー　パラペット笠木 アルミ笠木

R 10 玄関キャノピー　外壁取合い水切り アルミ水切り笠木

W 1 外壁 磁器質（施釉）50角二丁タイル張り 張り工法：マスク張り

W 2 塔屋外壁 磁器質（施釉）50角二丁タイル張り 張り工法：マスク張り

W 3 外壁タイル伸縮目地 シーリング　PS-2　幅15

 

 建物の屋根及び外壁は雨水から建物を守る大切な役目を果たしています。屋根はコンクリートだ
けでは防水の役目を果たせないため、シートを張ったり、特殊な塗装を施す等の覆いを行う必要が
あります。外壁はコンクリートなどの生地のままの場合や、表面をタイルや特殊な塗装剤などで覆
っている場合があります。 
 以下記載の手順で、次の必要書類に基づき屋根･屋上及び外壁の仕様･数量等を調査してください。 
 

［必要書類］ 
  図面(外部仕上表)、設計書 

 

(１) 屋根･防水、外壁の概要情報確認･入力 
 

 まず、施設調査票②を使用して屋根･防水及び外壁の概要情報を確認します。屋根･防水及び外壁
の入力内容は主な仕様ですが、あらかじめ、標準的な情報が入力されていますので、以下の手順で
仕様を確認し、入力内容の修正を行ってください。 
 

ア．仕様概要の確認 
外部仕上表には、建物外部の仕様が部位別に記載されています。外部仕上表の中で屋根･

防水及び外壁の仕様を記載している部分を探してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

POINT! 
該当箇所の情報は以降の作業で使用するため、付箋等の印をつけてください。 

 
※屋根･屋上の改修工事の図面を使用する場合は、外部仕上表が無い場合があります。 

無い場合は、屋上の平面図等で屋根･防水の仕様を記載している部分を探してください。 

外部仕上表 

２．屋根･屋上、外壁の調査 

屋根(屋上)の仕様 

外壁の仕様 
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種別 大分類 中分類 選択欄
　屋根・屋上 　屋根・防水 2.ｱｽﾌｧﾙﾄ保護防水 　主な仕様
　外壁 　外壁仕上 3.ﾀｲﾙ 　主な仕様

建
築

選択内容確認項目

イ．施設調査票②への入力 
 アで確認した屋根･防水及び外壁の仕様と、施設調査票②の選択欄の入力内容を照らし合

わせ、異なる場合は、プルダウンメニューから選択し直してください。 
 

【外部仕上表の記載と施設調査票②の選択内容】 
     

外部仕上表の記載 
施設調査票②の内容 

大分類 中分類 
選択欄 

修正前 修正後 

R 階屋上 

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押え 
防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ 厚 80 
溶接金網打込み 6φ150×150 
ｱｽﾌｧﾙﾄ断熱防水 A1-2 断熱材厚 25 
防水下地ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押え 

屋根･屋上 屋根･防水 4.ｼｰﾄ系防水 2.ｱｽﾌｧﾙﾄ保護防水 

塔屋屋上 
ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 X-1 
防水下地ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押え 

外壁 磁器質(施釉)50 角二丁ﾀｲﾙ張り 
外壁 外壁仕上 4.複層仕上塗装 3.ﾀｲﾙ 

塔屋外壁 磁器質(施釉)50 角二丁ﾀｲﾙ張り 

 
 CHECK! 

部位の仕様が複数ある場合は、広く使用されている等、主となる方の仕様に基づき、
プルダウンメニューから選択してください。 
当該事例の場合、屋根･防水は「R 階屋上」を主となる方として選択しています。 

 
 
 
 
 
  

施設調査票② 
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(2) 屋根･防水及び外壁の詳細情報確認･入力 
 

 次に施設調査票③を使用し屋根・防水及び外壁の詳細情報を確認します。入力内容は部位仕様(小
分類)、数量、設置更新年月等ですが、施設調査票①②が正しく入力されていれば自動で入力され
ます。 

以下の手順で屋根･防水及び外壁の仕様、数量を確認し、入力内容の修正、追加等を行ってくだ
さい。 

 

ア．詳細仕様の確認 
まず小分類の修正、追加等を行います。外部仕上表で屋根･防水及び外壁の仕様を確認し

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        … イで示す仕様の番号( ：屋根･防水、 ：外壁) 
 

イ．施設調査票③への入力 
アで確認した屋根･防水及び外壁の仕様と施設調査票③の小分類欄の入力内容を照らし合

わせます。 
異なる場合は、施設調査票③の小分類欄でプルダウンメニューから選択し直し、他の仕様

がある場合は、行を追加し入力してください。また、存在しないものが小分類欄に入力され
ている場合は削除してください。 

 

外部仕上表 

0 0 

1 

2 

3 

3 

4 
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 種別 大分類 中分類 小分類 詳細仕様 数量名 数量 単位

屋根･防水 ｱｽﾌｧﾙﾄ保護防水 : 押えｺﾝｸﾘｰﾄ + 断熱 ※立上り含む 屋根･防水仕上面積 484.00 m2
屋根･防水 塗膜防水 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 ※立上り含む 屋根･防水仕上面積 484.00 m2
笠木
樋
屋根･屋上雑

外壁仕上 ﾀｲﾙ : 二丁掛ﾀｲﾙ 磁器質(施釉)50角 外壁仕上面積 685.00 m2
ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 外壁ｼｰﾘﾝｸﾞ 建具回り及び目地ｼｰﾘﾝｸﾞ長さ 1,706.00 m

建
築

屋根･屋上

外壁

数量部位・機器情報

名称 摘要 数量 単位 単価 金額 備考
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 A-2(保護密着)      立上り部     

65.4 ㎡ 3,310 216,474

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AI-2(保護密着断熱) 平場         

絶縁ｼｰﾄ含 押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ3種bｽｷﾝ付  441.88 ㎡ 4,120 1,816,920

伸縮調整目地 成形伸縮目地材 25×80           

付着層ﾀｲﾌﾟ                      327   ｍ 1,240 405,480

防水入隅処理 ｺｰﾅｰｷｬﾝﾄ(既製品)                

121   ｍ 390 47,190

庁舎 防水 外部

【外部仕上表の記載と小分類】 
 

外部仕上表の記載 施設調査票③の内容 

No 部位 仕様 大分類 中分類 
小分類 

修正前 修正後 

1 屋上 

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押え 
防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ 厚 80 
溶接金網打込み 6φ150×150 
ｱｽﾌｧﾙﾄ断熱防水 A1-2 断熱材厚 25 
防水下地ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押え 

屋根･屋上 
屋根･防水 

ｱｽﾌｧﾙﾄ保護防水 
: 押えｺﾝｸﾘｰﾄ 

ｱｽﾌｧﾙﾄ保護防水 
: 押えｺﾝｸﾘｰﾄ+断熱 

2 屋上 
ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 X-1 
防水下地ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて押え 

屋根･防水  塗膜防水 

3 外壁 磁器質(施釉)50 角二丁ﾀｲﾙ張り 
外壁 

外壁仕上 
ﾀｲﾙ張り 
: 二丁掛ﾀｲﾙ 

(修正無し) 

4 外壁 ｼｰﾘﾝｸﾞ PS-2 幅 15 ｼｰﾘﾝｸﾞ 外壁ｼｰﾘﾝｸﾞ (修正無し) 

 
 CHECK! 

・確認した仕様と一致する小分類がない場合は類似項目を選択してください。 
・なるべく、詳細仕様欄に実際の仕様を入力してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ウ．数量の確認 
次に設計書を用いて数量を確認します。イで入力した施設調査票③の小分類ごとに、設計

書で仕上げを示した細目を探してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設計書 

（細目） 

施設調査票③ 

1 

1 
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名称 摘要 数量 単位 単価 金額 備考
外装壁ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ ﾏｽｸ張り      Ⅰ類       

施ゆう 50二丁 平 95×45         696   8,620 5,999,520
下地ﾓﾙﾀﾙ別途                    ㎡

内装壁ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ ﾏｽｸ張り Ⅰ類     施ゆう 

（役物）      50二丁 曲がり(95+45)×45        319   3,600 1,148,400
下地ﾓﾙﾀﾙ別途                    ｍ

内装壁ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ ﾏｽｸ張り Ⅰ類     施ゆう 

（役物） 50二丁 屏風曲95×(45+45)        285   3,350 954,750
下地ﾓﾙﾀﾙ別途                    ｍ

庁舎 石・ﾀｲﾙ 外部

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 X-1　平面                       

25.7 ㎡ 4,790 123,103

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 X-1　立上り                     

5.1 ㎡ 4,010 20,451

ｻｯｼ周り 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)        

　ｼｰﾘﾝｸﾞ 10×10                          338   ｍ 370 125,060

ﾊﾄ小屋SUS板周囲 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)        

　ｼｰﾘﾝｸﾞ        20×10                          5.7 ｍ 550 3,135

外壁ﾀｲﾙ伸縮目地 一般部 ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系(PS-2)       

　ｼｰﾘﾝｸﾞ        15×10                          526   ｍ 450 236,700

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

… 関係細目    … エで示す仕様の番号( ：屋根･防水、 ：外壁) 
 
 CHECK! 

・設計書の細目は材料ごとに記載しているため、一つの仕様に対して防水、下地等で複
数に分かれている場合があります。その場合は主たる細目を一つ定め、以降の作業に
使用してください。 

 

エ．施設調査票③への入力 
ウで確認した数量と施設調査票③の数量欄の入力内容を照らし合わせます。 
施設調査票③の小分類ごとに、数量欄の入力内容と、設計書の対応する細目の数量とを照

らし合わせ、異なる場合は設計書の数量に入力し直してください。 
また、ウで設計書を確認した際、他の仕様があった場合は、行を追加し小分類欄及び数量

欄を入力してください。 
 

【設計書の記載と数量】 
 

施設調査票③の内容 設計書の内容 

大分類 中分類 小分類 数量 
(修正前) 

No 細目 数量 

屋根･屋上 
屋根･防水 

ｱｽﾌｧﾙﾄ保護防水 
 : 押えｺﾝｸﾘｰﾄ+断熱 

484 1 
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(立上り部) 

506.4 
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(平場) 

屋根･防水 塗膜防水 484 2 
ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水(平面) 

30.8 
ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水(立上り) 

外壁 

外壁仕上 ﾀｲﾙ張り : 二丁掛ﾀｲﾙ 685 3 外装壁ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り(二丁) 696  

ｼｰﾘﾝｸﾞ 外壁ｼｰﾘﾝｸﾞ 1,706 4 
ｻｯｼ周り ｼｰﾘﾝｸﾞ 

869.7 ﾊﾄ小屋 SUS 板周囲 ｼｰﾘﾝｸﾞ 
外壁ﾀｲﾙ伸縮目地 ｼｰﾘﾝｸﾞ 

 

0 0    

3 

2 

4 

4 

2 

（細目） 

4 
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　外部仕上表

棟 記号 部位 仕様 備考

R 4 パラペット笠木＋防水立上り保護 アルミ笠木W=340　＋　中空押出セメント板　厚15

 種別 大分類 中分類 小分類 詳細仕様 数量名 数量 単位

屋根･防水 ｱｽﾌｧﾙﾄ保護防水 : 押えｺﾝｸﾘｰﾄ + 断熱 ※立上り含む 屋根･防水仕上面積 506.40 m2
屋根･防水 塗膜防水 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 ※立上り含む 屋根･防水仕上面積 30.80 m2
笠木
樋
屋根･屋上雑

外壁仕上 ﾀｲﾙ : 二丁掛ﾀｲﾙ 磁器質(施釉)50角 外壁仕上面積 696.00 m2
ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 外壁ｼｰﾘﾝｸﾞ 建具回り及び目地ｼｰﾘﾝｸﾞ長さ 869.70 m

建
築

屋根･屋上

外壁

数量部位・機器情報

名称 摘要 数量 単位 単価 金額 備考
笠木            ｱﾙﾐ製 W275                      

PH階　直線部    18.9 11,400 215,460
ｍ

笠木            ｱﾙﾐ製 W275　L500+500            

PH階　ｺｰﾅｰ部    4   17,800 71,200
か所

笠木            ｱﾙﾐ製 W340　防水保護立上り部材共

R階　直線部     86   26,200 2,253,200
ｍ

笠木            ｱﾙﾐ製 W340　防水保護立上り部材共

R階　ｺｰﾅｰ部     L500+500                        86   31,200 2,683,200
か所

庁舎 金属 外部

 
 
 
 
 
 
 
 

 CHECK! 
・取得金額は任意入力ですが、入力することでより精緻な保全計画が策定できます。 

可能な範囲で入力してください。 
・確認した部位の情報を保全計画に反映させるためには、最低限「小分類」「数量又は取

得金額」「設置更新年月」が必要になります。これらが分からない場合は、類似項目の
選択及び概数の入力等を行ってください。なお、取得金額が著しく少ない部位･機器の
入力は省略しても構いません。 

 
最後に「設置更新年月」に工事完成年月を入力すれば屋根･防水、外壁の仕様･数量等調査は

完了です。 
   本章では省略しましたが、施設調査票③の[大分類]屋根･屋上では屋根･防水の他に笠木、樋、

屋根･屋上雑(手摺等)の項目もあります。可能な限り p.23~の方法と同様にして施設調査票③に
情報を入力してください。 

 

※「笠木」の入力例 
 

   【外部仕上表の記載内容】 
 
 
 
 
 
   【設計書の記載内容】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施設調査票③ 

外部仕上表 

設計書 

（細目） 
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 種別 大分類 中分類 小分類 詳細仕様 数量名 数量 単位

屋根･防水 ｱｽﾌｧﾙﾄ保護防水 : 押えｺﾝｸﾘｰﾄ + 断熱 ※立上り含む 屋根･防水仕上面積 506.40 m2
屋根･防水 塗膜防水 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 ※立上り含む 屋根･防水仕上面積 30.80 m2
笠木 笠木 (ｱﾙﾐ製) 笠木長さ 194.90 m 5,223,060
樋
屋根･屋上雑

外壁仕上 ﾀｲﾙ : 二丁掛ﾀｲﾙ 磁器質(施釉)50角 外壁仕上面積 696.00 m2
ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 外壁ｼｰﾘﾝｸﾞ 建具回り及び目地ｼｰﾘﾝｸﾞ長さ 869.70 m

建
築

屋根･屋上

外壁

取得金額
数量部位・機器情報

 

【施設調査票③への入力内容】 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施設調査票③ 



- 28 - 
 

 

 建具とは外部との仕切りや、部屋の仕切りに用いる窓や扉のことで、建物の外周に設置する外部
建具と室内に設置する内部建具に分けられます。建具の材料には用途に応じてアルミニウム製･鋼
製･ステンレス製･木製等が用いられています。 
 以下の手順で、建具の仕様･数量等を調査してください。 
 

［必要書類］ 
  図面(建具配置図)、設計書 

 

(1) 建具の概要情報確認･入力 
 

 まず、施設調査票②を使用して建具の概要情報を確認します。建具の入力内容は有無ですが、あ
らかじめ、標準的な情報が入力されていますので、建物の実態を確認し、入力内容の修正を行って
ください。 
 

ア．施設調査票②への入力 
窓、扉等の設置状況と、施設調査票②の選択欄の入力内容を照らし合わせ、異なる場合は、

プルダウンメニューから選択し直してください。 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 建具の詳細情報確認･入力 
 

 次に施設調査票③を使用し建具の詳細情報を確認します。入力内容は部位仕様(小分類)及び数量、
設置更新年月等ですが、施設調査票①②が正しく入力されていれば自動で入力されます。 
 建具は外部建具と内部建具で分けて確認する必要がありますが、各資料では外部建具と内部建具
に分けて記載していないため、それぞれ、小分類を選択し数量を入力することは困難です。 

そこで、特段の事情がある場合を除き、施設調査票③に自動で入力されている「小分類」と「数
量」の修正は不要とし、「設置更新年月」には対象部位（外部建具又は内部建具）についてそれぞ
れ建物の概ね半分以上を更新した年月を入力してください。 
 

以上で建具の仕様･数量等調査は完了です。  

施設調査票② 

 ３．建具の調査 

種別 大分類 中分類 選択欄
　外部建具 2.あり 　有無

　自動扉 2.あり 　有無
　内部建具 2.あり 　有無

　自動扉 1.なし 　有無

建
築

選択内容確認項目
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内部仕上表

床 腰壁　・　壁　・　柱形　・　梁形 天井

仕上げ 仕上げ 仕上げ 仕上げ

ビニル床シート厚2 ビニル巾木H60 EP GB-D（T）厚9.5

コンクリート金ごて押え下地 GB-R厚12.5（GL工法） ブラインドボックス

EP

GB-R厚12.5（GL工法）

ビニル床シート厚2 ビニル巾木H60 EP GB-D（T）厚9.5 室名札

コンクリート金ごて押え下地 GB-R厚12.5（GL工法） ブラインドボックス

EP

GB-R厚12.5+9.5

タイルカーペット厚6.5 ビニル巾木H60 EP EP DR厚9

OAフロアH40 GB-R厚12.5（GL工法） GB-R厚12.5+9.5 GB-R厚9.5捨張り ブラインドボックス

セルフレベリング厚10下地 EP EP 配管ライニング天板

GB-R厚12.5（GL工法） GB-R厚12.5+9.5

EP

GB-R厚12.5（3面GL工法）

不燃化粧板厚3

耐水ラワン合板厚12+12下地

凡例　（その１） 凡例　（その２） 特記事項　（その１） 特記事項　（その２）

C コンクリート SOP 合成樹脂調合ペイント塗り （標仕18.4.1～18.4.5） ● 床高 ： 各階の基準FLから仕上面までの高さを表す。 【参考品番等】

LC かさ上げ　軽量コンクリート　又は　普通コンクリート CL クリヤラッカー塗り （標仕18.5.1～18.5.2） ● 床下地 ： 記号に続く（　）内数値は、基準FLからの高さを表す。 ● （参）は参考品名を示す。　監督員の承諾を得て同等品の使用可。

CB コンクリートブロック積み NAD アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り （標仕18.6.1～18.6.2） ● 床仕上材の下地がコンクリート金ごて押えの場合は、コンクリート10㎜増打ちとする。● 床タイルカーペット厚6.5　：　(参)GA100（東リ）

ALC ALC版 DP 耐候性塗料塗り （標仕18.7.1～18.7.4） ● OAフロア下のコンクリート床面は、金ごて押え（厚張物下地同等）とする。 ● 床防滑性ビニル床シート厚2.5 ： (参)NSシートNS800（東リ）

S 鉄骨 EP-G つや有合成樹脂エマルションペイント塗り （標仕18.8.1～18.8.5） ● 壁石膏ボード張りのボード処理は、特記なき限り下記による。 ● 床帯電防止ビニル床タイル厚4　：　(参)ルースレイタイルLLフリー100NW（東リ）

LGS 軽量鉄骨壁又は天井下地 EP 合成樹脂エマルションペイント塗り （標仕18.9.1～19.9.2） ・ 壁紙張下地となる石膏ボードの目地処理は、突付けV目地工法の上パテ処理とする。● 床OAフロアH40　：　(参)ネットワークフロア40（共同カイテック）

W 木軸組み EP-T 合成樹脂エマルション模様塗料塗り （標仕18.10.1～18.10.2） ・ 塗装仕上げの石膏ボードは、継ぎ目処理工法（テーパー付ボード）とする。 ● 床OAフロアH96　：　(参)クワッドフィックス600（共同カイテック）

SUS ステンレス　（特記なき限りSUS304　HL仕上げ） UC ウレタン樹脂ワニス塗り （標仕18.11.1～18.11.2） ● 壁ボード張りの下地がC、CB、ALCの場合は、特記なき限り石膏系直張り用接● 壁羽目板厚12 ： 紀州材杉無節　合決り加工

GB-R 石膏ボード 〈厚12.5 不燃NM-8619、　厚9.5 準不燃QM-9828〉 LE ラッカーエナメル塗り （標仕18.12.1～18.12.2） 着剤による直張り工法（GL工法）による。 ● 壁不燃化粧板厚3 ： (参)アイカセラール木目柄（アイカ工業）接着張り

GB-R-H 普通硬質石膏ボード 〈厚9.5 不燃NM-9645〉 OS オイルステイン塗り （標仕18.13.1～18.13.2） ● 合板は、床下地に使用する場合は1類とし、壁に用いる場合は2類とする。 　出隅及び端部は専用樹脂製部材使用、

GB-P 吸音用穴あき石膏ボード 〈厚9.5 準不燃QM-9827〉 WP 木材保護塗料塗り （標仕18.14.1～18.14.2） ● 壁LGSは特記なき限り、100形とし、床～スラブ下までとする。 　入隅及び目地は専用シリコーン系シーリングとする。

GB-S シージング石膏ボード 〈厚9.5～15 準不燃QM-9826〉 ● 天井LGSは特記なき限り、屋内は19形とし、屋外は25形とする。 ● 配管ライニング天板 ： メラミンポストフォーム厚20　小口共貼　(参)アイカNPA

GB-F 強化石膏ボード 〈厚12.5以上 不燃NM-8615〉 断熱の仕様 ● 天井回り縁塩ビ製は、特記なき限り突付け形とする。 ● トイレブース ： H1900　高圧メラミン樹脂化粧板　アルミアールエッジ　SUS巾木

GB-NC 不燃積層石膏ボード（模様なし） 〈厚9.5 不燃NM-8613〉 屋根 屋上断熱防水　断熱材厚25 ● 開口部の枠・額縁類については、別図建具表に記載。 　　　　　　　　(参)TR-GP（小松ウォール）

GB-NC（T) 不燃積層石膏ボード（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ柄） 〈厚9.5 不燃NM-0441,NM-0296〉 外壁 外壁コンクリート内面※に、硬質ウレタンフォーム吹付　厚20 ● ミニキッチン ： L1500　水栓金具、一口IHコンロ、電気温水器13ℓ付

GB-D（T) 化粧石膏ボード（同上柄）〈厚12.5 不燃NM-8614、厚9.5 準不燃QM-9824〉 ※壁下地の欄 「C+UF」 の箇所のみ断熱を施す 　　　　　　　　(参)YMK-150F（R・L）1N2（サンウェーブ）

GB-D(W) 化粧石膏ボード（杉柾）〈厚12.5 不燃NM-8614、厚9.5 準不燃QM-9824〉 

DR ロックウール化粧吸音板 〈不燃NM-8599〉 

FK 無石綿セメントけい酸カルシウム板 〈不燃NM-8578〉 

FK-P 吸音用穴あき無石綿セメントけい酸カルシウム板 〈不燃NM-8578〉 

GW グラスウール

UF 現場発泡硬質ウレタンフォーム吹付

LGS

2

階
事務室

1
階

倉庫 1

1
階

倉庫 2

巾木

LGS65
配管ライ

ニング面

独立柱
C

LGS

塩ビ製 2700

D面 C
部長室間

仕切
LGS

C+UF
会議室間

仕切
LGS

C
（-46.5）

±0
外壁面

（ABC面）

上記以外 LGS

LGS 塩ビ製 2500

LGS 塩ビ製 2500

上記以外 C

天井高
備考

凡

例

・
特

記
事

項

下

地

塗

装

材
質

C
（-2）

床高 区分

±0
外壁面
（A面）

C+UF

区分 下地下地

C
（-2）

±0
外壁面
（A面）

C+UF

階
区分 区分 廻縁下地 下地

室名

 

 内装とは、建物の内部の床･壁･天井の仕上げのことであり、部屋の用途に応じた材料が用いられ
ます。 
 以下記載の手順で、内装の仕様･数量等を調査してください。 
 

［必要書類］ 
  図面(内部仕上表)、設計書 

 

(1) 内装の概要情報確認･入力 

 

 まず、施設調査票②を使用して内装の概要情報を確認します。内装の入力内容は主な仕様ですの
で、以下の手順で仕様を確認し、入力内容の修正を行ってください。 
 

ア．仕様概要の確認 

内部仕上表には、内装の仕様が部屋別に記載されています。内部仕上表の中で主たる部屋
(建物の中で最も広範囲に使用されている内装を用いている部屋)の内装(床･内壁･天井)の仕
様を確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ．施設調査票②への入力 
アで確認した内装の仕様と、施設調査票②の選択欄の入力内容を照らし合わせ、異なる場

合は、プルダウンメニューから選択し直してください。 

内部仕上表 

４．内装の調査 

床の仕様 内壁の仕様 天井の仕様 
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種別 大分類 中分類 選択欄
　内装 　床仕上 7.OAﾌﾛｱ 　主な仕様

　内壁仕上 5.ﾎﾞｰﾄﾞ 　主な仕様
　天井仕上 3.ﾎﾞｰﾄﾞ(ﾛｯｸｳｰﾙ) 　主な仕様

選択内容確認項目

建
築

【内部仕上表の記載と施設調査票②の選択内容】 
 

内部仕上表の記載 施設調査票②の選択欄 

部位 区分 下地 仕上げ 大分類 中分類 
選択欄 

修正前 修正後 

床 
C 
(-46.5) 

±0 
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ厚 6.5 

内装 

床仕上 7.OA ﾌﾛｱ (修正無し) OA ﾌﾛｱ H40 
ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ厚 10 下地 

壁 

外壁面 
(ABC 面) 

C+UF 
EP 

内壁仕上 8.塗装 5.ﾎﾞｰﾄﾞ 

GB-R 厚 12.5(GL 工法) 

D 面 C 
EP 
GB-R 厚 12.5(GL 工法) 

会議室 
間仕切 

LGS 
EP 
GB-R 厚 12.5+9.5 

部長室 
間仕切 

LGS 
EP 
GB-R 厚 12.5+9.5 

独立柱 
C 
LGS 

EP 
GB-R 厚 12.5(3 面 GL 工法) 

配管ﾗｲ 
ﾆﾝｸ面ﾞ 

LGS65 
不燃化粧板厚 3 
耐水ﾗﾜﾝ合板厚 12+12 下地 

天井  LGS 
DR 厚 9 

天井仕上 3.ﾎﾞｰﾄﾞ(ﾛｯｸｳｰﾙ) (修正無し) 
GB-R 厚 9.5 捨張り 

 
 CHECK!  

仕様が複数ある場合は、主となる仕様(広範囲に使用されている仕様)に基づき、プル
ダウンメニューから選択してください。 

当該事例の場合、内壁の仕様は「合成樹脂エマルションペイント塗り、石膏ボード」
と「不燃化粧板、耐水ラワン合板下地」の 2 種類ありますが、広範囲に使われている
「合成樹脂エマルションペイント塗り、石膏ボード」に基づき選択しています。 

 
 
 
 
 
 
 

(2) 内装の詳細情報確認･入力 
 

 次に施設調査票③を使用し内装の詳細情報を確認します。入力内容は部位仕様(小分類)、数量、
設置更新年月等ですが、施設調査票①②が正しく入力されていれば自動で入力されます。 
 内装は仕様が多数あるため、各内装の仕様ごとに小分類を選択し数量を入力することは困難です。 
 そこで、特段の事情がある場合を除き、施設調査票③に自動で入力されている「小分類」と「数
量」の修正は不要とし、「設置更新年月」には対象部位について建物の概ね半分以上を更新した年
月を入力してください。 
 

以上で内装の仕様･数量等調査は完了です。  

施設調査票③ 

※合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り 
※石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 

※石膏ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 
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 電気設備とは動力･電灯等の一切を含む建物の電気関係の設備の総称で、建物の規模･用途に応じ
た機器が設置されています。 
 以下記載の手順で、機器の仕様･数量等を調査してください。 
 

［必要書類］ 
  図面(特記仕様書)、設計書 
 

※本章記載の内容は抜粋であり、電気設備の全ての機器について記載しておりません。 
 他の機器についても本章記載内容を参考に入力等行ってください。 

 

(1) 電気設備の概要情報確認･入力 

 

 まず、施設調査票②を使用して電気設備の概要情報を確認します。電気設備の入力内容は各機器
の有無等ですが、あらかじめ、標準的な情報が入力されていますので、以下の手順で機器の有無等
を確認し、入力内容の修正を行ってください。 
 

ア．仕様概要の確認 
特記仕様書には、機器の概要が記載されています。特記仕様書の中で、施設調査票②の大

分類又は中分類の機器ごとに、情報を記載している部分を探してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５．電気設備の調査 

特記仕様書 

[大分類]受変電設備 
→ あり(受変電設備[設置]建物) 

[大分類]通信･情報設備 
[中分類]構内交換設備 (電話) 

  → あり 
 

[大分類]通信･情報設備 
[中分類]構内交換設備 (電話交換機) 
→ なし 
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POINT! 
該当箇所の情報は以降の作業で使用するため、付箋等の印をつけてください。 

 
 

イ．施設調査票②への情報入力 

アで確認した機器の情報と、施設調査票②の選択欄の入力内容を照らし合わせ、異なる場
合は、プルダウンメニューから選択し直してください。 

 
 
 
 
 
 

[大分類]火災報知設備 
[中分類]自動火災報知 
→ あり 

 

[大分類]火災報知設備 
[中分類]自動閉鎖 
→ なし 

 

[大分類]火災報知設備 
[中分類]非常警報 
→ なし 

[大分類]火災報知設備 
[中分類]ガス漏れ火災警報 
→ あり 

[大分類]中央監視設備 
→ なし 

 

[大分類]通信･情報設備 
[中分類]拡声設備 (拡声) 
→ あり 

 

[大分類]通信･情報設備 
[中分類]拡声設備 (増幅器) 
→ なし 

 



- 33 - 
 

種別 大分類 中分類 選択欄
　受変電設備 3.高圧(受変電設備[設置]建物) 　受電方式
　通信･情報設備 　構内交換設備 (電話) 2.あり 　有無

　構内交換設備 (電話交換機) 1.なし 　有無
　拡声設備 (拡声) 2.あり 　有無
　拡声設備 (増幅器) 2.あり 　有無

　火災報知設備 　自動火災報知 2.あり 　有無
　自動閉鎖 1.なし 　有無
　非常警報 1.なし 　有無
　ｶﾞｽ漏れ火災警報 2.あり 　有無

1.なし 　有無　中央監視設備

選択内容確認項目

電
気
設
備

 
【施設調査票②の選択内容】 

 

施設調査票②の選択欄 

大分類 中分類 
選択欄 

修正前 修正後 
受変電設備 2.低圧 3.高圧(受変電設備[設置]建物) 

通信･情報設備 

構内交換設備 (電話) 2.あり (修正無し) 
構内交換設備 (電話交換機) 2.あり 1.なし 
拡声設備 (拡声) 2.あり (修正無し) 
拡声設備 (増幅器) 2.あり (修正無し) 

火災報知設備 

自動火災報知 2.あり (修正無し) 
自動閉鎖 1.なし (修正無し) 
非常警報 2.あり 1.なし 
ガス漏れ火災警報 2.あり (修正無し) 

中央監視設備 1.なし (修正無し) 

 
 CHECK! 

・電気設備の場合、機器の有無を入力することが多いため、図面(特記仕様書)によらず、
建物の実態に応じて入力することも可能です。 

・屋外又は別棟(電気室、機械室、ポンプ室 等)に設置され、複数の建物で共有されてい
る機器については、当該施設中の主たる建物に設置されている機器として取り扱って
ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施設調査票② 
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名称 摘要 数量 単位 単価 金額 備考
厚鋼電線管      露出配管  28㎜

(G)             6   ｍ 2,450 14,700

6kV EM-CETｹｰﾌﾞﾙ  38mm2 管内

7   ｍ 4,090 28,630

6kV EM-CETｹｰﾌﾞﾙ  38mm2 FEP内(PF･CD)             

79   ｍ 3,940 311,260

屋外 高圧受変電設備工事

(2) 電気設備の詳細情報確認･入力 

 

 次に施設調査票③を使用し機器の詳細情報を確認します。入力内容は機器仕様(小分類)、数量、
設置更新年月等ですが、施設調査票①②が正しく入力されていれば自動で入力されます。 
 以下の手順で機器の仕様、数量を確認し、入力されている情報の修正、追加等を行ってください。 
 なお、電気設備の小分類は大きく 2 種類あり、それぞれで確認する内容が異なります。各中分類
にどのような小分類があるかをあらかじめ確認してください。 
 

【小分類の種類)】 
 

①機器の仕様等を示している項目 
 

大分類 中分類 小分類 確認内容 

受変電設備 受配電盤 

受電盤 

中分類の機器について、機器の詳細仕様及び数量 
→数量欄には数量名欄に表示される内容(機器数

等)を入力し、詳細に更新費用を試算する。 

受電盤(屋外) 
計器用変圧変流器盤 
き電盤･2 段積 
き電盤･2 段積 

 

②複数の機器を「一式」としてまとめて示している項目 
 

大分類 中分類 小分類 確認内容 

電灯設備 照明器具類 

照明器具類 一式 (事務所) 

中分類の機器の有無 
→数量欄には延床面積を入力し、概算で更新費用を

試算する。 

照明器具類 一式 (集合住宅) 
照明器具類 一式 (戸建住宅) 
照明器具類 一式 (学校) 
照明器具類 一式 (体育館) 

 

    ※ 「一式」の項目は建物の種類別(事務所･集合住宅･戸建住宅･学校･体育館)で項目が分か
れています。建物の種類にあったものを選択し、該当する種類がない場合は事務所を
選択してください。 

 

ア．詳細仕様･数量の確認 
設計書を用いて仕様及び数量を確認します。(1)の作業で「1.なし」以外を選択した電気設

備のうち、機器の仕様等を示す小分類(※先の説明の①に該当するもの)がある中分類につい
て、設計書で機器の仕様を示した細目を探してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

設計書 

(例) 

(例) 

（細目） 
[大分類] 受変電設備 

[中分類] 
配管配線類_高圧ｹｰﾌﾞﾙ 

 
[中分類] 
配管配線類_高圧ｹｰﾌﾞﾙ 

 

⑨ 

⑧ 
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名称 摘要 数量 単位 単価 金額 備考
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜

電線管 (PF単層) 23   ｍ 560 12,880

業務用放送ｱﾝﾌﾟ  

1   台 711,000 711,000

庁舎棟 拡声設備工事

名称 摘要 数量 単位 単価 金額 備考
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           

電線管 (PF単層) 66   ｍ 560 36,960

検知器          LPｶﾞｽ用   100V                  

1   個 6,480 6,480

総合盤          1級 埋込 感知器組込無           

2   面 22,900 45,800

受信機          P型1級  10回線 壁掛形           

1   面 304,000 304,000

庁舎棟 自動火災報知設備工事

高圧引込用負荷  耐重塩じん仕様 ﾓｰﾙﾄﾞｺｰﾝ口出線

開閉器(PAS)     VT･LA内蔵 方向性   鋼製 1   個 531,000 531,000
 200A

屋外キュービクル ４面体

1   基 6,690,000 6,690,000

変圧器          1φ3W　50kVA　油入

1   台 298,000 298,000

変圧器          3φ3W　100kVA　油入

1   台 513,000 513,000

変圧器          ｽｺｯﾄTr　50kVA　油入

1   台 448,000 448,000

高圧進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ  油入式  (L=6%用)  24kvar

(60Hz用)        1   台 95,300 95,300

直列ﾘｱｸﾄﾙ       ｺﾝﾃﾞﾝｻ　24kVA用　油入

1   台 428,000 428,000

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

        … 関係細目 ⓪ … イで示す仕様の番号 
 
 

イ．施設調査票③への入力 
アで確認した機器の仕様と施設調査票③の小分類欄の入力内容を照らし合わせます。 
異なる場合は、施設調査票③の小分類欄でプルダウンメニューから選択し直し、他の仕様

がある場合は、行を追加し入力してください。また、存在しないものが小分類欄に入力され
ている場合は削除してください。 

 
 
 
 

（細目） 

（細目） 
[中分類] 拡声設備、拡声設備_増幅器 

[中分類] 
開閉器 

 [中分類] 
受配電盤 

 [中分類] 
変圧器 

 
[中分類] 
変圧器 

 [中分類] 
変圧器 

 
[中分類] 
高圧進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

 [中分類] 
直列ﾘｱｸﾄﾙ 

 

[中分類] 
拡声設備_増幅器 

 

[大分類] 火災報知設備 

[中分類] 
ｶﾞｽ漏れ火災警報 

 

[中分類] 
自動火災報知_火報受信機 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑩ 

⑫ 

⑪ 
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【設計書の記載と小分類】 
 
     

施設調査票③の内容 設計書の内容 

大分類 中分類 
小分類 

No 細目 
修正前 修正後 

受変電 
設備 

受配電盤 受電盤 (屋外) (修正無し) 1 屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 

変圧器 

油入変圧器 単相 75kVA (修正無し) 2 
変圧器 1φ3W 50kVA 
油入 

油入変圧器 三相 100kVA (修正無し) 3 
変圧器 3φ3W 100kVA 
油入 

 油入変圧器 三相 100kVA 4 
変圧器 ｽｺｯﾄ Tr 50kVA 
油入 

高圧進相 
ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

 
高圧進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ (油入) 
50kVar 

5 
高圧進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ 油入式 
24kvar 

直列ﾘｱｸﾄﾙ  直列ﾘｱｸﾄﾙ(油入) 19.1kVar 6 
直列ﾘｱｸﾄﾙ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 
24kVA 用 油入 

開閉器 高圧気中開閉器 (修正無し) 7 
高圧引込用負荷開閉器 
(PAS) 

配線配管類 配管配線類 一式 (事務所) (修正無し) - ※ 

配線配管類 
_高圧ｹｰﾌﾞﾙ 

ｹｰﾌﾞﾙ 6kV (修正無し) 
8 

6kV EM-CET ｹｰﾌﾞﾙ 
38mm2 管内 

9 
6kV EM-CET ｹｰﾌﾞﾙ 
38mm2 FEP 内 

通信･情 
報設備 

構内交換設備 構内交換設備 一式 (事務所) (修正無し) - ※ 

拡声設備 
拡声設備 一式 (事務所) (修正無し) - ※ 
増幅器 非常業務兼用 
120W 20 局 

(修正無し) 10 業務用放送ｱﾝﾌﾟ 

火災報 
知設備 

自動火災報知 
自動火災報知設備 一式 
(事務所) 

(修正無し) - ※ 

自動火災報知 
_火報受信機 

火報受信機 
P 型 1 級 30 回線 

火報受信 
P 型 1 級 10 回線 

11 
受信機 P 型 1 級 10 回線 
壁掛形 

ｶﾞｽ漏れ 
火災警報 

ｶﾞｽ漏れ警報検知器 (修正無し) 12 検知器 LP ｶﾞｽ用 100V 

配管配線類 
火災報知設備 配管配線類 
一式 (事務所) 

(修正無し) - ※ 

 

    ※ 一式項目を選択するため、設計書は確認しません。 
 

アで確認した数量と施設調査票③の数量欄の入力内容を照らし合わせます。 
施設調査票③の小分類ごとに、数量欄の入力内容と、設計書の対応する細目の数量とを照

らし合わせ、異なる場合は設計書の数量に入力し直してください。 
 

【設計書の記載と小分類】 
 
     

施設調査票③の内容 設計書の内容 

大分類 中分類 小分類 数量 
(修正前) 

No 細目 数量 

受変電 
設備 

受配電盤 受電盤 (屋外) 1 1 屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 4 面体 1 

変圧器 
油入変圧器 単相 75kVA 1 2 変圧器 1φ3W 50kVA 油入 1 
油入変圧器 三相 100kVA 1 3 変圧器 3φ3W 100kVA 油入 1 
油入変圧器 三相 100kVA  4 変圧器 ｽｺｯﾄ Tr 50kVA 油入 1 
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 種別 大分類 中分類 小分類 詳細仕様 数量名 数量 単位

受配電盤 受電盤 (屋外) 屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 機器数 1.00 面
変圧器盤
ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤
変圧器 油入変圧器 単相 75kVA 50kVA 機器数 1.00 台･基
変圧器 油入変圧器 三相 100kVA 機器数 1.00 台･基
変圧器 油入変圧器 三相 100kVA ｽｺｯﾄTr 50kVA 機器数 1.00 台･基
高圧進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ 高圧進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ (油入) 50kVar 24kvar 機器数 1.00 台･基
直列ﾘｱｸﾄﾙ 直列ﾘｱｸﾄﾙ (油入) 19.1kVar 24kVA 機器数 1.00 台･基
遮断器
開閉器 高圧気中開閉器 機器数 1.00 台･基
配管配線類 配管配線類 一式 (事務所) 延床面積 870.00 m2
配管配線類̲高圧ｹｰﾌﾞﾙ ｹｰﾌﾞﾙ 6kV ｹｰﾌﾞﾙ長さ 86.00 m

構内交換設備 構内交換設備 一式 (事務所) 延床面積 870.00 m2
構内交換設備̲電話交換機
拡声設備 拡声設備 一式 (事務所) 延床面積 870.00 m2
拡声設備̲増幅器 増幅器 非常業務兼用 120W 20局 業務用放送ｱﾝﾌﾟ 機器数 1.00 台･基

自動火災報知 自動火災報知設備 一式 (事務所) 延床面積 870.00 m2
自動火災報知̲火報受信機 受信機 P型1級 10回線 壁掛形 機器数 1.00 台･基
自動閉鎖
非常警報
ｶﾞｽ漏れ火災警報 ｶﾞｽ漏れ警報検知器 LPガス用 100V 機器数 1.00 個
配管配線類 火災報知設備 配管配線類 一式 (事務所) 延床面積 870.00 m2

中央監視制御設備

火災報知設備

中央監視制御設備

受変電設備

数量部位・機器情報

通信･情報設備

電
気
設
備

施設調査票③の内容 設計書の内容 

大分類 中分類 小分類 数量 
(修正前) 

No 細目 数量 

受変電 
設備 

高圧進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ 高圧進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ (油入)50kVar  5 高圧進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ 油入式 24kvar 1 
直列ﾘｱｸﾄﾙ 直列ﾘｱｸﾄﾙ(油入) 19.1kVar  6 直列ﾘｱｸﾄﾙ ｺﾝﾃﾞﾝｻ 24kVA 用油入 1 
開閉器 高圧気中開閉器 1 7 高圧引込用負荷開閉器 (PAS) 1 
配線配管類 配管配線類 一式 (事務所) ※ - ※ ※ 

配線配管類 
_高圧ｹｰﾌﾞﾙ 

ｹｰﾌﾞﾙ 6kV 70 
8 6kV EM-CET ｹｰﾌﾞﾙ 38mm2 管内 

86 
9 6kV EM-CET ｹｰﾌﾞﾙ 38mm2FEP 内 

通信･情 
報設備 

構内交換設備 構内交換設備 一式 (事務所) ※ - ※ ※ 

拡声設備 
拡声設備 一式 (事務所) ※ - ※ ※ 
増幅器 非常業務兼用 
120W 20 局 

1 10 業務用放送ｱﾝﾌﾟ 1 

火災報 
知設備 

自動火災報知 
自動火災報知設備 一式 
(事務所) 

※ - ※ ※ 

自動火災報知 
_火報受信機 

火報受信 P 型 1 級 10 回線 1 11 受信機 P 型 1 級 10 回線 壁掛形 1 

ｶﾞｽ漏れ 
火災警報 

ｶﾞｽ漏れ警報検知器 1 12 検知器 LP ｶﾞｽ用 100V 1 

配管配線類 
火災報知設備 配管配線類 
一式 (事務所) 

※ - ※ ※ 

 

    ※ 一式項目を選択するため、設計書は確認しません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 最後に「設置更新年月」に工事完成年月を入力すれば電気設備の仕様･数量等調査は完了です。 

なお、複数の機器を「一式」としてまとめて示している小分類の「設置更新年月」については、
対象機器の概ね半分以上を更新した年月を入力してください。 
  

施設調査票③ 
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 機械設備には、空調設備･給排水衛生設備･搬送設備等があり、建物の規模･用途に応じた機器が
設置されています。 
 以下記載の手順で、機器の仕様･数量等を調査してください。 
 

［必要書類］ 
  図面(特記仕様書、機器表）、設計書 
 

※本章記載の内容は抜粋であり、機械設備の全ての機器について記載しておりません。 
 他の機器についても本章記載内容を参考に入力等行ってください。 

 

(1) 機械設備の概要情報確認･入力 

 

 まず、施設調査票②を使用して機械設備の概要情報を確認します。機械設備の入力内容は各機器
の有無等ですが、あらかじめ、標準的な情報が入力されていますので、以下の手順で機器の有無等
を確認し、入力内容の修正を行ってください。 
 

ア．仕様概要確認 
特記仕様書には、機器の概要が記載されています。特記仕様書の中で、施設調査票②の大

分類又は中分類の機器のごとに、情報を記載している部分を探してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機器表には設置されている機器の仕様が記載されています。特記仕様書で機器があること
がわかったものについて、機器表の中で、施設調査票②の大分類又は中分類の機器ごとに、
情報を記載している部分を探してください。 

 
 
 

 ６．機械設備の調査 

特記仕様書 

 

 

 

 

[大分類]給水設備 → あり(方式選択) 

[大分類]給湯設備 → あり(方式選択) 

[大分類]排水設備 → あり(方式選択) 

[大分類]空気調和設備 → あり(方式選択) 
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機器表 

【空調方式】 
熱源機器(ボイラー、温水発生
器、冷凍機、冷却塔 等)がない。 

→個別方式 
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POINT! 
該当箇所の情報は以降の作業で使用するため、付箋等の印をつけてください。 

 

イ．施設調査票②への入力 

アで確認した機器の情報と、施設調査票②の選択欄の入力内容を照らし合わせ、異なる場
合は、プルダウンメニューから選択し直してください。 

 

【機器表の記載と施設調査票②の選択内容】 
 

施設調査票②の選択欄 

大分類 中分類 
選択欄 

修正前 修正後 
空気調和設備 【空調方式】※1 2.個別方式 (修正無し) 
給水設備 【給水方式】※2 2.高架水槽方式 3.加圧給水方式 
排水設備 【排水方式】※3 2.自然流下方式 (修正無し) 
給湯設備 【給湯方式】※4 2.局所給湯方式 (修正無し) 

 
 CHECK! 

・用語の説明 
 選択肢 説明 判別方法 

空
調
方
式 

個別方式 
空調を必要とする部屋(ｴﾘｱ)毎
に機器を設置し空気を調節す
る方式 

熱源機器(ﾎﾞｲﾗｰ、温水発生器、
冷凍機、冷却塔 等)がない 

中央方式 

熱源機器(ﾎﾞｲﾗｰ、温水発生器、
冷凍機、冷却塔 等)を一ヶ所に
集中設置し、各部屋(ｴﾘｱ)に冷
温水を空気調和機等に送水し
空気を調節する方式 

熱源機器(ﾎﾞｲﾗｰ、温水発生器、
冷凍機、冷却塔 等)がある 

 

【給水方式】 
給水ﾀﾝｸ及び給水ﾎﾟﾝﾌﾟがあり、
給水ﾎﾟﾝﾌﾟが加圧ﾎﾟﾝﾌﾟである 

→加圧給水方式 

給水ﾀﾝｸ 

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ 

給湯器 

【給湯方式】 
給湯ﾎﾞｲﾗｰ等がない。 

→局所給湯方式 

【排水方式】 
排水ﾎﾟﾝﾌﾟがない 

→自然流下方式 
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種別 大分類 中分類 選択欄
　空気調和設備 【空調方式】 2.個別方式 　空調方式
　給水設備 【給水方式】 3.加圧給水方式 　給水方式
　排水設備 【排水方式】 2.自然流下方式 　排水方式
　給湯設備 【給湯方式】 2.局所給湯方式 　給湯方式

機
械
設
備

選択内容確認項目

 選択肢 説明 判別方法 

給
水
方
式 

高架水槽方式 
給水の箇所よりも高い位置の
水槽にﾎﾟﾝﾌﾟで揚水し、重力で
給水する方式 

給水ﾀﾝｸ及び給水ﾎﾟﾝﾌﾟがあ
り、給水ﾀﾝｸは屋上にある 

加圧給水方式 
水道から水槽に水を貯めて、加
圧ﾎﾟﾝﾌﾟにより給水する方式 

給水ﾀﾝｸ及び給水ﾎﾟﾝﾌﾟがあ
り、給水ﾎﾟﾝﾌﾟが加圧ﾎﾟﾝﾌﾟで
ある 

直結直圧方式 
水道本管の水圧によって、水道
本管から直接給水する方式 

給水ﾀﾝｸ及び給水ﾎﾟﾝﾌﾟがない 

直結増圧方式 
水道本管の水圧の不足分を増
圧ﾎﾟﾝﾌﾟで補って、水道本管か
ら直接給水する方式 

給水ﾀﾝｸはないが、給水ﾎﾟﾝﾌﾟ
がある 

排
水
方
式 

自然流下方式 
管路勾配を利用して下水を輸
送する方式 

排水ﾎﾟﾝﾌﾟがない 

圧送方式 
ﾎﾟﾝﾌﾟを利用して下水を輸送す
る方式 

排水ﾎﾟﾝﾌﾟがある 

給
湯
方
式 

局所給湯方式 
給湯が必要な箇所に小型の給
湯器を分散配置する方式 

給湯ﾎﾞｲﾗｰ等がない 

中央給湯方式 
1 箇所の過熱装置から配管に
より必要箇所に給湯する方式 

給湯ﾎﾞｲﾗｰ等がある 

 

・屋外に設置され、複数の建物で共有されている機器については、当該施設中の主たる
建物に設置されている機器として取り扱ってください。 

 
 
 
 
 
 
  

施設調査票② 
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(2) 機械設備の詳細情報確認･入力 

 

 次に施設調査票③を使用し機器の詳細情報を確認します。入力内容は機器仕様(小分類)、数量、
設置更新年月等ですが、施設調査票①②が正しく入力されていれば自動で入力されます。 
 以下の手順で機器の仕様、数量を確認し、入力されている情報の修正、追加等を行ってください。 
 なお、機械設備の小分類は大きく 2 種類あり、それぞれで確認する内容が異なります。各中分類
にどのような小分類があるかをあらかじめ確認してください。 
 

【仕様項目(小分類)の種類)】 
 

①機器の仕様等を示している項目 
大分類 中分類 仕様項目(小分類) 確認内容 

空気調和設備 冷却塔 

FRP 製冷却塔 (直交流) 能力 334kW 

中分類の機器について、機器の詳細仕
様及び数量 
→数量欄には数量名欄に表示される内

容(機器数等)を入力し、詳細に更新
費用を試算する。 

FRP 製冷却塔 (直交流) 能力 1250kW 
FRP 製冷却塔 (対向流) 能力 62.7kW 
FRP 製冷却塔 (対向流) 能力 334kW 
FRP 製冷却塔 (対向流) 能力 627kW 
FRP 製冷却塔 能力 965kW 
FRP 製冷却塔 能力 1930kW 
FRP 製冷却塔 能力 3860kW 
鋼板製冷却塔 能力 836kW 
鋼板製冷却塔 能力 2720kW 

 

②複数の機器を「一式」としてまとめて示している項目 
大分類 中分類 仕様項目(小分類) 確認内容 

空気調和設備 配管 

空気調和設備 配管 一式 (事務所) 

中分類の機器の有無 
→数量欄には延床面積を入力し、概算

で更新費用を試算する。 

空気調和設備 配管 一式 (集合住宅) 
空気調和設備 配管 一式 (戸建住宅) 
空気調和設備 配管 一式 (学校) 
空気調和設備 配管 一式 (体育館) 

 

    ※ 「一式」の項目は建物の種類別(事務所･集合住宅･戸建住宅･学校･体育館)で項目が分か
れています。建物の種類にあったものを選択し、該当する種類がない場合は事務所を
選択してください。 

 
 

注意   
[大分類]空気調和設備 > [中分類]空気調和機 及び [大分類]換気設備 > [中分類]送風機,全
熱交換器 については種類、容量等が多種多様であるため、それぞれについて該当する仕様
項目(小分類)を選択し数量を入力することが困難です。 
そこで、以下のとおり入力してください。 

 ・仕様項目(小分類) … 種類、容量等にかかわらず次の標準項目から選択してください。 
 ・数量 … 各標準項目にまとめて入力してください。 
 ・設置更新年月 … 対象機器の概ね半分以上を更新した年月を入力してください。 

(例) 

(例) 
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名称 摘要 数量 単位 単価 金額 備考
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形       空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式屋外機EHP-1

空気調和機      冷房:40.0kw暖房45.0kw 1   台 1,482,000 1,482,000
防振ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄ

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形       空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式屋内機EHP-1-1

空気調和機      天井ｶｾｯﾄ4方 5   台 128,700 643,500
冷房:7.1kw暖房8.0kw

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形       空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式屋内機EHP-1-2

空気調和機      天井ｶｾｯﾄ4方 1   台 162,700 162,700
冷房:11.2kw暖房:12.5kw

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形       空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式屋外機EHP-2

空気調和機      冷房:40.0kw暖房45.0kw 1   台 1,480,000 1,480,000
防振ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄ

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形       空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式屋内機EHP-2-1

空気調和機      天井ｶｾｯﾄ4方 5   台 128,700 643,500
冷房:7.1kw暖房8.0kw

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形       空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式屋内機EHP-2-2

空気調和機      天井ｶｾｯﾄ4方 1   台 128,700 128,700
冷房:7.1kw暖房8.0kw

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形       空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式屋内外機ACP-1

空気調和機      天井ｶｾｯﾄ4方冷房:7.1kw暖房8.0kw 1   組 422,200 422,200
防振ｺﾞﾑ

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形       空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式屋内外機ACP-2

空気調和機      天井ｶｾｯﾄ4方冷房:5.6kw暖房6.3kw 1   組 389,200 389,200
防振ｺﾞﾑ

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形       空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式屋内外機ACP-3

空気調和機      ﾂｲﾝﾏﾙﾁ　天井ｶｾｯﾄ4方ｘ2 1   組 730,900 730,900
冷房:12.5kw暖房14.0kw 防振ｺﾞﾑ

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形       空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式屋内外機ACP-4・5

空気調和機      天井ｶｾｯﾄ2方冷房:14.0ｋw 2   組 666,200 1,332,400
暖房16.0.0kw 防振ｺﾞﾑ

庁舎棟 空気調和設備 機器設備

名称 摘要 数量 単位 単価 金額 備考
受水槽          TW-1　ｽﾃﾝﾚｽ製ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸ単板2槽式   

(ﾎﾟﾝﾌﾟ室一体型） 有効容量:6.0m3                  1   基 3,952,000 3,952,000

加圧給水        PWU-1　推定末端圧力一定給水ﾕﾆｯﾄ 

ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ       40x65φx330L/minx23mH           1   組 1,086,000 1,086,000
　 x1.1kwx2台                   

屋外 給水設備 給水設備

【標準項目】 
大分類 中分類 仕様項目(小分類) 対象機器 

空気調和設備 空気調和機 

ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和器(室外機) 
冷房能力 14kW 

個別方式における室外機 

ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和器(ｶｾｯﾄ形) 
冷房能力 5.6kW 

個別方式における室内機 

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ FCU-4 中央方式におけるﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 
ｺﾝﾊﾟｸﾄ形空調機 風量 3,000m3/h 中央方式におけるｴｱﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 

 

大分類 中分類 仕様項目(小分類) 対象機器 

換気設備 
送風機 

遠心送風機 送風量 1,400m3/h 送風機 
換気扇 換気扇 

全熱交換器 天井埋込型全熱交換ﾕﾆｯﾄ 360m3/h 全熱交換器 

 
ア．詳細仕様･数量の確認 

設計書を用いて仕様及び数量を確認します。(1)の作業で「1.なし」以外を選択した機械設
備のうち、機器の仕様等を示す仕様項目(小分類)(※先の説明の①に該当するもの)がある中
分類について、設計書で機器の仕様を示した細目を探してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設計書 

（細目） 

（細目） 

[大分類]空気調和設備 

[中分類]空気調和機 
室外機 

[中分類]空気調和機 
室内機 

[中分類] 空気調和機 
室内機 

[中分類]空気調和機 
屋外機 

[中分類]空気調和機 
屋内機 

[中分類]空気調和機 
屋内機 

[中分類]空気調和機 
屋内機･屋外機 

[中分類]空気調和機 
屋内機･屋外機 

[中分類]空気調和機 
屋内機×2･屋外機 

[中分類]空気調和機 
屋内機･屋外機 

[大分類] 給水設備 

[中分類] 
ﾀﾝｸ類 

[中分類] 
ﾎﾟﾝﾌﾟ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑩ 

⑪ 
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イ．施設調査票③への入力 
アで確認した機器の仕様と施設調査票③の小分類欄の入力内容を照らし合わせます。 
異なる場合は、施設調査票③の小分類欄でプルダウンメニューから選択し直し、他の仕様

がある場合は、行を追加し入力してください。また、存在しないものが小分類欄に入力され
ている場合は削除してください。 

 

【設計書の記載と小分類及び数量】 
 

施設調査票③の内容 設計書の内容 

大分類 中分類 
小分類 

No 細目 
修正前 修正後 

空気調和 
設備 

空気調和機 

ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 (屋外機) 
冷房能力 14kW 

(修正無し) 
※標準項目仕様 
ﾏﾆｭｱﾙ P42,43 参照 

1 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室外機) 冷房 40kW EHP-1 

4 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室外機) 冷房 40kW EHP-2 

7 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 7.1kW ACP-1 

8 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 5.6kW ACP-2 

9 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 12.5kW ACP-3 

10 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 14kW ACP-4･5 

ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 (ｶｾｯﾄ形) 
冷房能力 5.6kW 

(修正無し) 
※標準項目仕様 
ﾏﾆｭｱﾙ P42,43 参照 

2 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内機) 冷房 7.1kW EHP-1-1 

3 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内機) 冷房 11.2kW EHP-1-2 

5 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内機) 冷房 7.1kW EHP-2-1 

6 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内機) 冷房 7.1kW EHP-2-2 

7 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 7.1kW ACP-1 

8 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 5.6kW ACP-2 

9 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 12.5kW ACP-3 

10 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 14kW ACP-4･5 

ﾀﾞｸﾄ 空気調和設備 ﾀﾞｸﾄ 一式 (事務所) (修正無し) - ※ 
配管 空気調和設備 配管 一式 (事務所) (修正無し) - ※ 

給水設備 

ﾎﾟﾝﾌﾟ 
加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 
φ40x250L/minx1.5kW 

(修正無し) 11 
加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 
40x65φx330L/minx23mHx1.1kW 

ﾀﾝｸ類 
FRP 製ﾀﾝｸ 一体形 
12,000L 

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾝｸ 
ﾊﾟﾈﾙ形 25,000L 

12 
受水槽 ｽﾃﾝﾚｽ製ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸ単板 2 槽式 
6.0m3(6,000L) 

配管 給水設備 配管 一式 (事務所) (修正無し) - ※ 
排水設備 配管 排水設備 配管 一式 (事務所) (修正無し) - ※ 

給湯設備 
給湯器 湯沸器 一式 (事務所) (修正無し) - ※ 
配管 給湯設備 配管 一式 (事務所) (修正無し) - ※ 

 

    ※  一式項目を選択するため、設計書は確認しません。 
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アで確認した数量と施設調査票③の数量欄の入力内容を照らし合わせます。 
施設調査票③の小分類ごとに、数量欄の入力内容と、設計書の対応する細目の数量とを照

らし合わせ、異なる場合は設計書の数量に入力し直してください。 
 

【設計書の記載と小分類】 
施設調査票③の内容 設計書の内容 

大分類 中分類 小分類 数量 
(修正前) 

No 細目 数量 

空気調和 
設備 

空気調和機 

ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機(室外機) 
冷房能力 14kW 

4 

1 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室外機) 冷房 40kW EHP-1 

1 

4 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室外機) 冷房 40kW EHP-2 

1 

7 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 7.1kW ACP-1 

1 

8 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 5.6kW ACP-2 

1 

9 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 12.5kW ACP-3 

1 

10 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 14kW ACP-4･5 

2 

ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 (ｶｾｯﾄ形) 
冷房能力 5.6kW 

4 

2 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内機) 冷房 7.1kW EHP-1-1 

5 

3 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内機) 冷房 11.2kW EHP-1-2 

1 

5 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内機) 冷房 7.1kW EHP-2-1 

5 

6 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内機) 冷房 7.1kW EHP-2-2 

1 

7 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 7.1kW ACP-1 

1 

8 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 5.6kW ACP-2 

1 

9 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 12.5kW ACP-3 

2 

10 
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ式空気調和器 
(室内外機) 冷房 14kW ACP-4･5 

2 

ﾀﾞｸﾄ 空気調和設備ﾀﾞｸﾄ 一式 (事務所) ※ - ※ ※ 
配管 空気調和設備配管 一式 (事務所) ※ - ※ ※ 

給水設備 

ﾎﾟﾝﾌﾟ 
加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 
φ40x250L/minx1.5kW 

1 11 
加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 
40x65φx330L/minx23mHx1.1kW 

1 

ﾀﾝｸ類 ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾝｸ ﾊﾟﾈﾙ形 25,000L 1 12 
受水槽 ｽﾃﾝﾚｽ製 ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸ単板 2 槽式 
6.0m3(6,000L) 

1 

配管 給水設備 配管 一式 (事務所) ※ - ※ ※ 
排水設備 配管 排水設備配管 一式 (事務所) ※ - ※ ※ 

給湯設備 
給湯器 湯沸器 一式 (事務所) ※ - ※ ※ 
配管 給湯設備 配管 一式 (事務所) ※ - ※ ※ 

 

    ※  一式項目を選択するため、設計書は確認しません。 
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 種別 大分類 中分類 小分類 詳細仕様 数量名 数量 単位

ﾎﾞｲﾗｰ
温水発生機
冷凍機
冷却塔
ﾎﾟﾝﾌﾟ
ﾎﾟﾝﾌﾟ
ﾀﾝｸ類
空気調和機 ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 (屋外機) 冷房能力 14kW 機器数 7.00 台･基
空気調和機 ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 (ｶｾｯﾄ形) 冷房能力 5.6kW 機器数 18.00 台･基
空気調和機
空気調和機
空気調和機
空気調和機
空気清浄装置
ﾀﾞｸﾄ 空気調和設備 ﾀﾞｸﾄ 一式 (事務所) 延床面積 870.00 m2
配管 空気調和設備 配管 一式 (事務所) 延床面積 870.00 m2

ﾎﾟﾝﾌﾟ 加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ φ40×250L/min×1.5kW 40x65φx330L/minx23mHx1.1kW 機器数 1.00 台･基
ﾀﾝｸ類 ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾝｸ ﾊﾟﾈﾙ形 25,000L 6.0m3(6,000L) 機器数 1.00 台･基
ﾀﾝｸ類
配管 給水設備 配管 一式 (事務所) 延床面積 870.00 m2

ﾎﾟﾝﾌﾟ
配管 排水設備 配管 一式 (事務所) 延床面積 870.00 m2

給湯ﾎﾞｲﾗｰ
ﾎﾟﾝﾌﾟ
ﾀﾝｸ類
湯沸器 湯沸器 一式 (事務所) 延床面積 870.00 m2
配管 給湯設備 配管 一式 (事務所) 延床面積 870.00 m2

機
械
設
備

給水設備

空気調和設備

数量部位・機器情報

排水設備

給湯設備

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 最後に「設置更新年月」に工事完成年月を入力すれば機械設備の仕様･数量等調査は完了です。 

なお、複数の機器を「一式」としてまとめて示している小分類の「設置更新年月」については、
対象機器の概ね半分以上を更新した年月を入力してください。 
  

施設調査票③ 
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 種別 大分類 中分類 小分類 詳細仕様 数量名 数量 単位

屋根･防水
笠木
樋
屋根･屋上雑

外壁仕上
ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ
ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具
鋼製建具
ｽﾃﾝﾚｽ製建具
自動扉
ｼｬｯﾀｰ

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具
鋼製建具
ｽﾃﾝﾚｽ製建具
木製建具
ｼｬｯﾀｰ

建
築

外部建具

内部建具

屋根･屋上

外壁

劣化度取得金額
数量部位・機器情報

設置更新
年月

第２節 劣化度調査 

 
 部位･機器ごとに劣化事象の有無を確認し、劣化状況を A･B･C･D の 4 段階で判定してください。
判定結果をシステムに入力することで、部位別劣化度及び総合評価(建物単位での劣化度の評点)が
自動で算定されます。 
 

(１) 劣化度調査の方法 
 

ア．時期･頻度 
・調査は個別施設計画の策定、見直しの際に実施してください。 

 

イ．方法 
・調査対象は屋根･防水、外壁、外部建具、内部建具、内装(床、内壁、天井)、電気設備、機械

設備です。 
・屋根･防水、外壁、外部建具についてはこれらを目視観察、打診等で調査し、別紙劣化度判

定基準を参考に、現状及び劣化事象の有無を確認のうえ劣化度を判定してください。 
・内部建具、内装(床、内壁、天井)、電気設備、機械設備については、経過年数に基づき、劣

化度が自動で判定されるため、別紙劣化度判定基準を参考に、著しい劣化事象がないかを確
認し、著しい劣化事象があった場合は劣化度を見直してください。 

・電気設備、機械設備は、目視で判断できることは限られているため、異常(異音、異常振動、
異臭など)の有無等を確認してください。 

・通常の手段で接近できない箇所は、双眼鏡等を利用して可能な範囲で調査してください。 
・調査した部位･機器に劣化事象があった場合、写真を撮影してください。 
・調査終了後は速やかに劣化度を施設調査票③に入力し、撮影した写真のうち各部位･機器ご

とに劣化度判定の根拠となった劣化事象の写真を 1 枚選択してください。 
・施設調査票③への入力及び写真の選択が終わり次第、(3)システムへの写真登録(p.51～)を参

考に、写真をシステムに登録してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施設調査票③ 

劣化度を入力する欄 

入力不要セル 

自動入力されるセル 
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ウ．調査経路 
・以下の経路で調査することを標準とします。 

１．建物の外部 … 屋根･防水、外壁、外部建具 
２．建物の内部 … 内部建具、内装(床、内壁、天井) 
３．電気設備、機械設備 

・前回の調査で劣化事象があった箇所は、調査経路に含め経過を確認してください。 
 

エ．調査困難な場合 
・立入が禁止されている場所･危険な場所･地中埋設部等で見えない場所等にあり、確認ができ

ない部位･機器の調査は省略してください。 
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(２) 劣化度判定基準  
 

ア．劣化度判定基準 
 

【屋根･防水、外壁、外部建具】 
 

・劣化状況による判定基準 …目視等により評価します。 
判定 判定基準 評点 

A 概ね良好 1 点 
B 部分的に劣化(安全上･機能上、問題なし) 2 点 
C 広範囲に劣化(安全上･機能上、低下の恐れあり) 3 点 
D 早急に対応する必要がある(安全上･機能上、問題あり) 5 点 

 

・経過年数による判定基準 …システムで自動判定されます。 
判定 判定基準 評点 

a 経過年数が更新周期の 1/2 未満 1 点 
b 経過年数が更新周期の 1/2 以上、更新周期未満 3 点 
c 経過年数が更新周期以上 5 点 

 
【内部建具、内装(床、内壁、天井)】 

 

・経過年数による判定基準 …施設調査票上で自動判定されます。 
判定 判定基準 評点 

A 経過年数が更新周期の 1/2 未満 1 点 
B 経過年数が更新周期の 1/2 以上、更新周期未満 2 点 
C 経過年数が更新周期以上 3 点 
D 著しい劣化事象がある 5 点 

 
【電気設備、機械設備】 

 

・経過年数による判定基準 …施設調査票上で自動判定されます。 
 

(予防保全が望ましい機器) 
判定 判定基準 評点 

A 経過年数が更新周期の 1/3 未満 1 点 
B 経過年数が更新周期の 1/3 以上、2/3 未満 2 点 
C 経過年数が更新周期の 2/3 以上、更新周期未満 3 点 
D 経過年数が更新周期以上、又は著しい劣化事象がある 5 点 

 
 
 

良好 

劣化 

良好 

劣化 

良好 

劣化 

良好 

劣化 
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 (事後保全でよい機器) 
判定 判定基準 評点 

A 経過年数が更新周期の 1/2 未満 1 点 
B 経過年数が更新周期の 1/2 以上、更新周期未満 2 点 
C 経過年数が更新周期以上、更新周期の 3/2 未満 3 点 
D 経過年数が更新周期の 3/2 以上、又は著しい劣化事象がある 5 点 

 

イ．部位別劣化度算定方法 ※システム上で自動評価されます。 
 

・屋根･防水、外壁、外部建具 
   部位別劣化度 = (劣化状況による評点×重み係数(7)) + (経過年数による評点×重み係数(3)) 
 

・内部建具、内装(床、内壁、天井)、電気設備、機械設備 
   部位別劣化度 = 劣化状況による評点×重み係数(10) 
 

ウ．総合評価算定方法 ※システム上で自動評価されます。 
 

   総合評価 = 
∑ (部位別劣化度 × 部位別重要度係数)

∑(部位別劣化度の最大値 × 部位の重要度係数) × 100  

良好 

劣化 
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(３) システムへ写真の登録  
 

 ①撮影した写真の名前を「撮影
部位･機器の中分類名」にし
てください。 

 例)屋根･防水 
 ※写真の名称が重複する場

合は 2 枚目の写真を「○○
2」等としてください。 

  例)屋根･防水 2 

①「保全情報」をクリック 

①「建物点検・調査,写真」を 
クリック 

①「建物点検・調査実績(写真)」
をクリック 

 

 

 

1 

1 

1 

[名前] 
撮影部位･機器の中分類名 
例)屋根･防水 
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①「建物一覧」タブをクリック 
②対象となる建物を選択 
③「選択後次へ」をクリック 

①「写真保存」タブをクリック 
②調査年度を選択 
③調査名は「施設調査(写真)」 
 と入力 
④「+追加」をクリック 

①写真を追加する部位･機器の
大分類を選択 

②写真をドラッグ＆ドロッ
プにより追加 

③「更新」をクリック 
→以降大分類ごとに①～③

を繰り返してください。 

 
  

 

 

1 

２ 

1 
２ ３ ４ 

1 

 

2 

 
3 
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第３節 施設調査票の登録と各種帳票の出力 

 
 施設調査が完了し、施設調査票に情報が入力できましたら、施設調査票をシステムに登録するこ
とで、施設調査票の入力内容をシステムに移行します。 
 以下の内容を参考に、施設調査票をシステムに登録してください。 
 また、入力内容をシステムに移行できましたら、以下の内容を参考に「保全計画表」「建物劣化
度調査票」をシステムから出力し、個別施設計画に添付してください。 
 

(１) 施設調査票のシステムへの登録方法 
 

 ①施設調査票の名前を「【施設
調査票】+資産管理番号(建
物)※1」にしてください。 

 例)【施設調査票】TM00031  
※1 TM+5 ケタ数値 であり、

半角で入力してください。 
当該内容は施設調査票①
を作成した際に入力して
います。 

①「台帳基本情報」をクリック 

①「台帳情報の照会･更新」を 
クリック 

 

 

1 

1 

[名前] 
【施設調査票】+資産管理番号 

例)【施設調査票】TM00031 
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①「施設」タブをクリック 
②対象となる施設を選択 
③「選択後次へ」をクリック 

①「各種資料」をクリック 

①エクセルファイルをドラ
ッグ＆ドロップにより追
加 

②「サーバへ反映」をクリッ   
ク 

 
※施設調査票の内容がシステムに反映されるには、登録後 1 か月程度かかります。 
  

 

 

1 

1 

 

２ 

 
３ 

1 

 

2 
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(２) 保全計画表の出力方法 
 

ア．施設調査を実施した建物（保全計画表(詳細)） 
 

①「保全情報」をクリック 

①「保全情報帳票」をクリック 

①「施設」タブをクリック 
②対象となる施設を選択 
③「選択後次へ」をクリック 

 

1 

 

1 

 
1 

2 

 

3 
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[保全計画表の出力方法] 
①「保全計画表」をクリック 

①内容は変更せずに「出力」を
クリック 

 
※保全計画表は選択した施設

に関連付けされている建物
全てのものが出力されます。 

 必要なもののみ保存してく
ださい。 

 

①「建物劣化度調査票」をクリ
ック 

 
※保全計画表は選択した施設

に関連付けされている建物
全てのものが出力されます。 

 必要なもののみ保存してく
ださい。 

  

 
１ 

 

1 

 

1 
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 イ．施設調査を実施していない建物（保全計画表(概算)） 
 

①「更新費用試算」をクリック 

①「試算等グラフ」をクリック 

①「グラフ出力条件」をクリッ 
 ク 
②推計条件「保全計画」、対象 

建物「単一の建物」を選択 
 ＊「単一の建物」を選択する

と建物選択画面へ移行し
ます。 

①対象となる建物を選択 
②「選択後次へ」をクリック 

 

1 

 

1 

1 

 

2 

1 

 

2 
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①「グラフ更新」をクリック 

①「詳細データ」タブをクリッ
ク 
②データ表の左上端のセルを

右クリック 
③「表全体のコピー(タイトル

を含む)」をクリック 

「個別施設計画」データ上、 
「4 保全計画」にシートを新規
作成し、票の貼り付けを行って
ください。 
※シート名は「保全(資産管理

番号(建物))」としてくださ
い。 

 例)保全(TM00031) 
※貼り付けは形式を指定せず

に貼り付けしてください。 
 
 
  

1 

1 
２ 

3 
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(２) 建物劣化度調査票の出力方法 
 

①「保全情報」をクリック 

①「保全情報帳票」をクリック 

①「施設」タブをクリック 
②対象となる施設を選択 
③「選択後次へ」をクリック 

 

①「建物劣化度調査票」をクリ
ック 

 
※保全計画表は選択した施設

に関連付けされている建物
全てのものが出力されます。 

 必要なもののみ保存してく
ださい。 

 

 

1 

 

1 

 
1 

2 

 

3 

 

1 
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本章では、完成した「個別施設計画」の提出方法について説明します。 
 以下の内容を参考に、作成した「個別施設計画」をシステムに登録し、提出してください。 
 

第１節 「個別施設計画」のシステムへの登録方法 
 
 

①「台帳基本情報」をクリック 

①「台帳情報の照会・更新」を
クリック 

①「施設」タブをクリック 
②項目「施設名等」に対象施設

名称を入力 
③「検索」をクリック 
 

 

①施設を選択 
②「選択後次へ」をクリック 
 （例：「和歌山県庁」） 
 
 

第 3 章 「個別施設計画」の提出について 
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①「各種資料」をクリック 

①「和歌山県庁」フォルダを 
選択 

②「ファイルの追加」を 
クリック 

①別ウインドウが開きますの
で、任意のファイルを選択 

②「開く」をクリック 

＊ファイルが追加されたこと
を確認 

①「サーバへ反映」をクリック 
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①確認ウインドウが開きます
ので、「ＯＫ」をクリック 

以上で、ＦＭシステムへの登録
は完了です 
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く
れ

・
し

わ
・

穴
あ

き
・

変
質

(摩
耗

)・
排

水
不

良
・

雑
草

が
あ

る
。

 広
範

囲
に

劣
化

度
Bの

劣
化

事
象

が
あ

る
。

 又
は

、
部

分
的

に
破

断
・

め
く

れ
・

下
地

露
出

が
あ

る
。

 劣
化

度
Cの

状
態

に
加

え
、

最
上

階
天

井
に

漏
水

が
あ

る
。

 汚
れ

て
い

る
程

度
。

 経
過

年
数

が
10

年
以

内
。

 部
分

的
に

、
ふ

く
れ

・
し

わ
・

穴
あ

き
・

変
質

(摩
耗

・
ス

ポ
ン

ジ
状

)・
排

水
不

良
・

雑
草

が
あ

る
。

 広
範

囲
に

劣
化

度
Bの

劣
化

事
象

が
あ

る
。

 又
は

、
部

分
的

に
破

断
・

め
く

れ
・

下
地

露
出

が
あ

る
。

 劣
化

度
Cの

状
態

に
加

え
、

最
上

階
天

井
に

漏
水

が
あ

る
。

 汚
れ

て
い

る
程

度
。

 経
過

年
数

が
10

年
以

内
。

 部
分

的
に

、
ひ

び
割

れ
・

欠
け

・
曲

が
り

・
反

り
・

剥
が

れ
が

あ
る

。
 広

範
囲

に
劣

化
度

Bの
劣

化
事

象
が

あ
る

。
 劣

化
度

Cの
状

態
に

加
え

、
最

上
階

天
井

に
漏

水
が

あ
る

。

 汚
れ

て
い

る
程

度
。

 経
過

年
数

が
10

年
以

内
。

 部
分

的
に

、
塗

装
の

は
が

れ
・

さ
び

・
変

質
・

シ
ー

リ
ン

グ
の

ひ
び

が
あ

る
。

 広
範

囲
に

劣
化

度
Bの

劣
化

事
象

が
あ

る
。

 又
は

、
部

分
的

に
腐

食
・

損
壊

が
あ

る
。

 劣
化

度
Cの

状
態

に
加

え
、

最
上

階
天

井
に

漏
水

が
あ

る
。

※
1 

対
象

部
位

の
概

ね
25

%
以

上
に

劣
化

事
象

が
あ

る
場

合
は

、
広

範
囲

に
劣

化
事

象
が

あ
る

と
し

て
く

だ
さ

い
。※

3 
ひ

び
割

れ
の

う
ち

、
ひ

び
割

れ
幅

が
2m

m
以

上
の

も
の

を
幅

広
の

ひ
び

割
れ

と
し

ま
す

。
※

2 
☆

…
比

較
的

劣
化

が
進

ん
で

い
る

際
に

現
れ

る
劣

化
事

象
。

□
最

上
階

天
井

の
漏

水

□
最

上
階

天
井

の
漏

水
□

ひ
び

割
れ

□
ふ

く
れ

□
変

質
(摩

耗
)

□
排

水
不

良
□

雑
草

☆
□

破
断

☆
□

損
壊

☆
□

下
地

露
出

□
ふ

く
れ

□
し

わ
□

穴
あ

き
□

変
質

(摩
耗

)
□

排
水

不
良

□
雑

草
☆

□
破

断
☆

□
め

く
れ

D
(早

急
に

対
応

す
る

必
要

が
あ

る
)

C
(広

範
囲

に
劣

化
) ※

1

B
(部

分
的

に
劣

化
)

A
(概

ね
良

好
)

□
最

上
階

天
井

の
漏

水

劣
化

度
D

相
当

劣
化

事
象

□
ひ

び
割

れ
□

変
質

□
目

地
材

の
損

傷
□

排
水

不
良

□
雑

草
☆

□
損

壊
☆

□
幅

広
の

ひ
び

割
れ

※
2

□
最

上
階

天
井

の
漏

水

□
最

上
階

天
井

の
漏

水

□
最

上
階

天
井

の
漏

水

□
塗

装
の

は
が

れ
□

さ
び

□
変

質
☆

□
腐

食
☆

□
損

壊

□
ひ

び
割

れ
□

欠
け

□
曲

が
り

□
反

り
□

剥
が

れ

□
ふ

く
れ

□
し

わ
□

穴
あ

き
□

変
質

(摩
耗

・
ス

ポ
ン

ジ
状

)
□

排
水

不
良

□
雑

草
☆

□
破

断

仕
様 ア ス フ ァ ル ト

保 護 防 水

ア ス フ ァ ル ト

露 出 防 水

塗 膜 防 水シ ー ト 防 水

屋 根 ス レ ー ト

・ か わ ら 類

屋 根 折 板

・ 金 属 屋 根

劣
化

度
B・

C相
当

目
地

材
の

損
傷

変
質

(摩
耗

)、
排

水
不

良
ふ

く
れ

、
破

断

め
く

れ
変

質
(摩

耗
(退

色
))

広
範

囲
の

さ
び

腐
食

剥
が

れ

部
分

的
な

剥
が

れ
広

範
囲

の
欠

け
、

剥
が

れ

変
質

(摩
耗

)
広

範
囲

の
ひ

び
割

れ
、

破
断

部
分

的
な

さ
び

変
質

(摩
耗

)
破

断

最
上

階
天

井
の

漏
水

雑
草
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【
劣

化
度

判
定

基
準

】
 外

壁
、

外
部

建
具

(別
紙

)

 
…

劣
化

事
象

の
有

無
を

確
認

し
、

写
真

及
び

説
明

文
を

参
考

に
A・

B・
C・

D
の

4段
階

で
評

価
し

て
く

だ
さ

い
。

 汚
れ

て
い

る
程

度
。

 経
過

年
数

が
10

年
以

内
。

 部
分

的
に

、
ひ

び
割

れ
・

変
質

・
浮

き
・

は
ら

み
・

さ
び

汁
が

あ
る

。
 広

範
囲

に
劣

化
度

Bの
劣

化
事

象
が

あ
る

。
 又

は
、

小
規

模
な

漏
水

が
あ

る
。

 剥
落

が
あ

る
。

部
分

的
に

、
幅

広
の

ひ
び

割
れ

※
3 

が
あ

り
落

下
の

恐
れ

が
あ

る
。

 漏
水

が
複

数
箇

所
あ

る
 。

 汚
れ

て
い

る
程

度
。

 経
過

年
数

が
10

年
以

内
。

 部
分

的
に

、
ひ

び
割

れ
・

変
質

・
チ

ョ
ー

キ
ン

グ
・

浮
き

・
剥

が
れ

・
さ

び
汁

が
あ

る
。

 広
範

囲
に

劣
化

度
Bの

劣
化

事
象

が
あ

る
。

 又
は

、
小

規
模

な
漏

水
が

あ
る

。
 剥

落
が

あ
る

。
部

分
的

に
、

爆
裂

・
幅

広
の

ひ
び

割
れ

が
あ

り
落

下
の

恐
れ

が
あ

る
。

 漏
水

が
複

数
箇

所
あ

る
。

 汚
れ

て
い

る
程

度
。

 経
過

年
数

が
10

年
以

内
。

 部
分

的
に

、
ひ

び
割

れ
・

変
質

・
欠

損
・

取
付

金
物

の
さ

び
が

あ
る

。
 広

範
囲

に
劣

化
度

Bの
劣

化
事

象
が

あ
る

。
 又

は
、

小
規

模
な

漏
水

が
あ

る
。

 欠
落

・
ぐ

ら
つ

き
・

取
付

金
物

の
腐

食
が

あ
る

。
 又

は
、

漏
水

が
複

数
箇

所
あ

る
。

 汚
れ

て
い

る
程

度
。

 経
過

年
数

が
10

年
以

内
。

 部
分

的
に

、
さ

び
・

変
質

・
変

色
・

取
付

金
物

の
さ

び
が

あ
る

。
 広

範
囲

に
劣

化
度

Bの
劣

化
事

象
が

あ
る

。
 又

は
、

小
規

模
な

漏
水

が
あ

る
。

 腐
食

・
ぐ

ら
つ

き
・

取
付

金
物

の
腐

食
が

あ
る

。
 又

は
、

漏
水

が
複

数
箇

所
あ

る
。

 汚
れ

て
い

る
程

度
。

 経
過

年
数

が
10

年
以

内
。

 部
分

的
に

、
変

形
・

変
質

・
さ

び
が

あ
る

。
 広

範
囲

に
劣

化
度

Bの
劣

化
事

象
が

あ
る

。
 腐

食
・

損
壊

・
開

閉
不

良
が

あ
る

。
 又

は
、

漏
水

が
あ

る
。

 汚
れ

て
い

る
程

度
。

 経
過

年
数

が
10

年
以

内
。

 部
分

的
に

、
硬

化
・

ひ
び

割
れ

が
あ

る
。

 広
範

囲
に

劣
化

度
Bの

劣
化

事
象

が
あ

る
。

 破
断

が
あ

る
。

※
1 

対
象

部
位

の
概

ね
25

%
以

上
に

劣
化

事
象

が
あ

る
場

合
は

、
広

範
囲

に
劣

化
事

象
が

あ
る

と
し

て
く

だ
さ

い
。※

3 
ひ

び
割

れ
の

う
ち

、
ひ

び
割

れ
幅

が
2m

m
以

上
の

も
の

を
幅

広
の

ひ
び

割
れ

と
し

ま
す

。
※

2 
☆

…
比

較
的

劣
化

が
進

ん
で

い
る

際
に

現
れ

る
劣

化
事

象
。

シ ー リ ン グ

石
タ イ ル

塗 装 外 壁 既 成 板 金 属 パ ネ ル

カ ー テ ン ウ ォ ー ル

外 部 建 具

□
破

断

□
剥

落
□

幅
広

の
ひ

び
割

れ
 

 (落
下

の
恐

れ
が

あ
る

)
□

漏
水

□
剥

落
□

爆
裂

 
 (落

下
の

恐
れ

が
あ

る
)

□
幅

広
の

ひ
び

割
れ

 
 (落

下
の

恐
れ

が
あ

る
)

□
漏

水

□
欠

落
□

ぐ
ら

つ
き

□
取

付
金

物
の

腐
食

□
漏

水

□
腐

食
□

ぐ
ら

つ
き

□
取

付
金

物
の

腐
食

□
漏

水

□
腐

食
□

損
壊

□
開

閉
不

良
□

漏
水

□
硬

化
□

ひ
び

割
れ

□
ひ

び
割

れ
□

変
質

□
浮

き
□

は
ら

み
□

さ
び

汁
☆

□
小

規
模

な
漏

水
※

2

□
ひ

び
割

れ
□

変
質

□
チ

ョ
ー

キ
ン

グ
□

浮
き

□
剥

が
れ

□
さ

び
汁

☆
□

小
規

模
な

漏
水

□
ひ

び
割

れ
□

変
質

□
欠

損
□

取
付

金
物

の
さ

び
☆

□
小

規
模

な
漏

水

□
さ

び
□

変
質

□
変

色
□

取
付

金
物

の
さ

び
☆

□
小

規
模

な
漏

水

□
変

形
□

変
質

□
さ

び

仕
様

D
(早

急
に

対
応

す
る

必
要

が
あ

る
)

C
(広

範
囲

に
劣

化
) ※

1

B
(部

分
的

に
劣

化
)

A
 (概

ね
良

好
)

劣
化

度
B・

C相
当

劣
化

度
D

相
当

劣
化

事
象

ひ
び

割
れ

浮
き

幅
広

の
ひ

び
割

れ
が

あ
り

落
下

の
恐

れ
あ

ひ
び

割
れ

(亀
甲

状
)

ひ
び

割
れ

、
さ

び
汁

幅
広

の
ひ

び
割

れ
が

あ
り

落
下

の
恐

れ
が

あ
る

ひ
び

割
れ

変
質

欠
落 腐

食
広

範
囲

の
さ

び
部

分
的

な
さ

び

変
形

(隙
間

が
あ

る
)

さ
び

硬
化

、
ひ

び
割

れ

剥
落

ひ
び

割
れ

腐
食

破
断
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【
劣

化
度

判
定

基
準

】
 内

装
(床

、
内

壁
、

天
井

)、
内

部
建

具
、

電
気

設
備

、
機

械
設

備
(別

紙
)

 
…

劣
化

事
象

の
有

無
を

確
認

し
、

写
真

及
び

説
明

文
を

参
考

に
A・

B・
C・

D
の

4段
階

で
評

価
し

て
く

だ
さ

い
。

A
(経

過
年

数
が

更
新

周
期

の
1/

2未
満

)
B

(経
過

年
数

が
更

新
周

期
の

1/
2以

上
、

更
新

周
期

未
満

)
C

(経
過

年
数

が
更

新
周

期
以

上
)

内
部

建
具

内
装

(床
)

 広
範

囲
に

、
ひ

び
割

れ
・

摩
耗

・
不

陸
・

欠
損

が
あ

る
。

内
装

(内
壁

)
 広

範
囲

に
、

ひ
び

割
れ

・
浮

き
・

漏
水

が
あ

る
。

 又
は

、
部

分
的

に
破

断
・

欠
損

が
あ

る
。

内
装

(天
井

)
 天

井
材

の
剥

離
・

不
陸

変
形

・
漏

水
が

あ
る

。

機
器

A
(経

過
年

数
が

更
新

周
期

の
1/

3未
満

)
B

(経
過

年
数

が
更

新
周

期
の

1/
3以

上
、

2/
3未

満
)

C
(経

過
年

数
が

更
新

周
期

の
2/

3以
上

、
更

新
周

期
未

満
)

A
(経

過
年

数
が

更
新

周
期

の
1/

2未
満

)
B

(経
過

年
巣

が
更

新
周

期
の

1/
2以

上
、

更
新

周
期

未
満

)
C

(経
過

年
数

が
更

新
周

期
以

上
、

更
新

周
期

の
3/

2未
満

)

電 気 設 備 ・ 機 械 設 備

D
(更

新
周

期
以

上
、

又
は

著
し

い
劣

化
事

象
が

あ
る

)

部
位 対

象

内 装 ・ 内 部 建 具

D
(著

し
い

劣
化

事
象

が
あ

る
)

 天
井

材
の

一
部

落
下

が
あ

る
。

 又
は

、
劣

化
度

Cの
状

態
に

加
え

、
落

下
の

危
険

性
が

あ
る

。

 一
部

で
剥

離
が

あ
る

。
 又

は
、

劣
化

度
Cの

状
態

に
加

え
、

落
下

の
危

険
性

が
あ

る
。

 劣
化

度
Cの

状
態

に
加

え
、

歩
行

時
に

躓
き

・
転

倒
の

危
険

性
が

あ
る

。

D
(経

過
年

数
が

更
新

周
期

の
3/

2以
上

、
又

は
著

し
い

劣
化

事
象

が
あ

る
)

 ※
著

し
い

劣
化

事
象

の
例

  
□

著
し

く
能

力
が

不
足

し
て

い
る

  
□

漏
水

し
て

い
る

  
□

頻
繁

に
停

止
す

る
  

□
異

音
が

あ
る

  
□

異
常

振
動

が
あ

る
  

□
異

臭
が

あ
る

  
□

他
点

検
等

で
異

常
が

確
認

さ
れ

、
早

期
更

新
を

指
摘

さ
れ

て
い

る

 ※
著

し
い

劣
化

事
象

の
例

  
□

著
し

く
能

力
が

不
足

し
て

い
る

  
□

漏
水

し
て

い
る

  
□

頻
繁

に
停

止
す

る
  

□
異

音
が

あ
る

  
□

異
常

振
動

が
あ

る
  

□
異

臭
が

あ
る

  
□

他
点

検
等

で
異

常
が

確
認

さ
れ

、
早

期
更

新
を

指
摘

さ
れ

て
い

る

対
象

事
後

保
全

で
よ

い
機

器

予
防

保
全

が
望

ま
し

い
機

器

床
の

ひ
び

割
れ

天
井

の
落

下

・
対

象
部

位
の

概
ね

半
数

以
上

に
わ

た
り

行
っ

た
設

置
・

更
新

工
事

の
実

施
年

月
を

基
準

と
し

て
、

経
過

年
数

で
劣

化
度

を
判

定
し

て
く

だ
さ

い
。

・
説

明
文

を
参

考
に

、
該

当
す

る
劣

化
事

象
が

あ
る

場
合

は
、

劣
化

度
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

床
の

剥
が

れ

・
対

象
機

器
の

概
ね

半
数

以
上

に
わ

た
り

行
っ

た
設

置
・

更
新

工
事

の
実

施
年

月
を

基
準

と
し

て
、

経
過

年
数

で
劣

化
度

を
判

定
し

て
く

だ
さ

い
。

・
説

明
文

を
参

考
に

、
該

当
す

る
劣

化
事

象
が

あ
る

場
合

は
、

劣
化

度
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

・
対

象
機

器
の

概
ね

半
数

以
上

に
わ

た
り

行
っ

た
設

置
・

更
新

工
事

の
実

施
年

月
を

基
準

と
し

て
、

経
過

年
数

で
劣

化
度

を
判

定
し

て
く

だ
さ

い
。

・
説

明
文

を
参

考
に

、
該

当
す

る
劣

化
事

象
が

あ
る

場
合

は
、

劣
化

度
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

天
井

剥
離
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